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第 5 条 


日 本 膚 石 鉱 物 鉱 床 学 会 会 如 
総 Bl 


ABLAKBARDRRELR LET So 
本 会 は 鉱物 学 , 岩石 学 , 鉄 床 学 及 び こ れ ら と 関係 の 深い 科学 の 進歩 を 助け , 普 
及 を は か る こと を 目的 と する 。 
本 会 は 事務 志 を 東北 大 学 理学 部 内 に お く 。 
本 会 は 第 2 条 の 目的 を 達する た め , 次 の 事業 を 行なう 。 
(1) 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 の 発行 
(2) 講演 会 その 他 学 術 に 関す る 集会 の 開催 
(OE この 他 必 要 な こと 


会 ゝ 員 


本 会 々 員 は 正会員 , ERE. 特別 会 員 及 び 購 読 員 会 と する 。 正会員 は 評議 員 
会 で 人 会 を 承認 され た も の と し, 名 人 准 会 員 は 鉱物 学 , 岩 右 学 及 び 鉱 床 学 に つい 
て , 頭 著 な 功績 の ぁ つ た も の を 評議 員 会 が 推薦 し , 総会 の 決議 に より 決定 され 
So 特別 会 員 は 本 会 の 主 富 に 状 成 し , これ を 援助 し よう と する 個人 また は 団体 
で , PRBS CHEANK IDOL G 4. 購読 会 員 は 会 誌 の 定期 購読 の な を 希望 
する も の と する 。 
正会員 と し て 人 会 を 希望 の も の は 正会員 2 名 の 推薦 を そえ て 申込 むものとする 。 
退会 を 希望 の も の は 会 費 を 完納 の 上 , 本 会 に 申出 る こと と する 。 
会 費 を 沿 納 し た も の は 評議 員 会 の 決議 に ょ つて 除名 され る こと が ある 。 

会 費 
本 会 の 経費 に は 会 費 及 び 寄 附 金 等 を あて る 。 
正会員 の 会 費 は 年 額 1000 円 , 購読 会 員 の 会 費 は 1800 円 と し , これ を 前 納 し な け 


れ ば な ら な い 。 名 准 会 員 は 会 費 の 納入 を 要 し な い 。 特別 会 員 の 会 費 は 年 額 1 ロ 
5.000 円 と する 。 


役 員 
本 会 に 会 長 1 名 び 評 議員 30 名 を お き , 評議 員 の うち 5 名 を 常任 評議 員 と する 2。 
会 長 は 本 会 を 代表 し , 会 務 を 堂 理 し , MR. 評 識 員 会 及び 常任 評 織 員 会 を 召集 
し その 議長 と な る 。 
評議 員 は 評 織 員 会 を 組織 する 。 
常任 評 織 員 は 常任 評議 員 会 を 組織 する 。 
会 長 及 び 評 議員 は 正会員 中 より 評 選 され る 。 常任 評 織 員 は 評 織 員 中 より 坪 選 さ 
れる 。 
会 長 事故 ある と き は , 常任 評 織 員 の うち の ] 名 が その 職務 を 代行 する 。 
会 長 及び 評議 員 の 任期 は 2 年 と し , 評議 員 は その 半数 を 毎年 改選 する 。 常 任 評 
幸 員 と し て の 任期 は 1 年 と する 。 


運 = 


総会 は 毎年 1 回 これ を 開催 し , 本 会 の 基本 方 針 を 決定 する 。 総会 は 正会員 の 10 
(表紙 3 頁 に 続く ) 


Mt 


第 45 巻 第 2 号 載 石 鉱物 鉱床 学会 誌 1961 年 2 月 5 


ンー ンー ンー ンー ンー ペン ーー 


研 究 Bx 


江 手 県 豊口 鉱山 に お ける 二酸化 マン ガン 鉱物 の 清 移 関係 つ に いて * 


On the progressive alteration of manganese dioxide 
minerals in the Toyoguchi Mine, Iwate Profecture 


fa 部 松 - 夫 (Matsuo Nambu)** 
谷 fH PR 俊 (Katsutoshi Tanida)** 


Abstract : The bedded manganese deposits of Toyoguchi occur in 
the black banded chart of Palaeozoic age. The alteration process by 
] weathering of the ore deposits composed mainly of rhodochorosite with 
a small quantity of rhodonite, tephroite, haumsanite, mangan calcite and 
penwithite can be expressed by the following schema : 


5-MnO,——7y-MnO,— —B-MnO, 

: birnessite y-type rolusite 
rhodochrosite>MnO, gel (| irnessite) i (pyrolusite) 
with small ad K-absorption 
phe ee etc. 

a-MnO, 
(cryptomelane) 
ageing > 


es ee oe 
AX MOn。 に は a-, B-, Y-, 6-MnO。 の す 4 種 の 同質 異 像 体 が 知ら れ , これ ら は すべ 
て 天然 に 鉱物 と し て 産 し , それ ぞ れ クリ プ ト メ レー ン 鉄 , パイ ロ ル ー ス 人 鉄 , ラム ス デ ル 鉄 , 
ペー ネス 人 鉄 と 呼ば れ て いる 。 AL MnO。 は 以上 の 外 に p-, E-MnO, 等 が 報告 され , ま 
i だ 人 久 物 と し て Nsuta-MnO,” 等 が 記載 され て いる が , これ ら の 性状 に は な お 不明 の 点 
i が 多く , 今後 の 再 検討 を 要する も の と 思わ れる 2s 
AX. MnO, の 同質 異 像 間 の 少 移 関係 に 関す る 研究 は 甚だ 多く %-9), 枚挙 に 屈 が な い 程 


* 東北 大 学 選鉱 鑑 鏡 研 究 所 報告 第 336 号 , 日 本 鉄 物 学会 昭和 35 年 度 年 会 で 一 部 講演 。 
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で あぁ る 。 と くに , MnO, の 結 品 構造 と 電池 性 能 と の 間 に は 密接 不 可 分 の 関係 に ある こと か 
b, 電気 化学 の 分 野 に お ける 研究 は 活発 で , これ まで 臣 大 な デー タ が 集積 され て 来 た が , 
一 定 の 結論 を 得る まで に は は ほど 遠い よう に 見 受け ちら れる っ 。 

これ に 反し 三 酸化 マン ガン 鉱物 間 の 天然 に お ける 閣 移 関係 は 経済 的 に 重要 な 意味 を 持 
ち , DOKRBISYH, また 録 物 学 的 に る 極め て 興味 ある 問題 で ある に も 拘ら ず , これ まで 
研究 が 殆 ん ど 行なわ れ て いな い 。 こ の 主 な 理由 は 二酸化 マン ガン 鉄 物 は 単独 で 産 す る こと 
WL ER, 通常 数 種類 が 密 雑 し て 産 し , し か も 肉眼 的 に 二酸化 マン ガン 鉄 物 を 同定 す 
る こと は 殆 ん ど 不 可能 で , 専ら 父 線 検査 に 格 ら ぐ ざる を 得 な いこ と に ある と 思わ れる 。 
天然 に お ける 二酸化 マン ガン 釣 物 の 二 次 的 変化 は 一 般 に は 常温 , 常 圧 の 下 で , BS ik 
醒 ガ ダス お よび その 他 種 々 の 物質 を 沙 解 し て いる 地表 水 ま た は 地下 水 の 影 絡 下 で 行わ れる 。 
th, A MnO, の 柱 変 化 お よび 平衡 関 係 の 実験 は 比較 的 簡単 な 究 囲 気 (気体 また は 
液体 ) OFC, 数 100 度 ま で 加熱 し て 行なわ れ て いる 。 し た が つて , か ゝ る 実験 結果 が , 
天然 に お ける 攻 移 関係 を 説明 し うる か 得 か に つい て は , さら に くわ し い 研 究 が 必要 で あろ 
Do 

筆者 等 は 数 年 来 , ELL CORAM AO Ty Ay ROMER LL CREE, マン ガン 
初 成 鉄 物 の 二 次 的 変化 や 二酸化 マン ガン 人 物 の 莉 移 関係 に つい て る も 細心 の 注意 を 払い , さ 
き に , 壮 マ ン ガ ン 鉄 の 酸化 様式 の 一 例 と し て 山 都 鉄山 り の 場合 に つい て 記載 し た 。 そ の 後 
表記 鉄山 に お いて « より 8 に 豆 る 4 種 の 二酸化 マン ガン 鉱物 間 の 攻 移 関係 を 示す 得難い 
産 状 を 観察 する こと が 出来 た の で この 概要 と 2,3 の 療 宏 に つ ふ て 述べ る こと に する 。 


2. HBS LVUGKORE 


ASKS RAP RUNS DRS, 八戸 線 の 終点 久慈 駅 の 南西 約 40km に 位 
Bt So 久慈 駅 と 小国 部 落 の 間 の 間 に は 国鉄 バス を 通じ , この 間 約 1 時 間 半 を 要する 。 べ バ 
ス 終 点 よ り 山 元 ま で の 約 3km は トラ ッ ク 道 を 通じ て いる 。 銘 床 は 細 沢 の 支流 で ある ツル 
YUR FROME BBL THOS. COMES 650m で , [SAE ALT 
いる 。 

HHL St BON SER ites tC Reiss —bORBEYV ROC So 
走向 は N40~60°W で , 60~90°SW It L, SLOMRBAVBELSAD LNG ORK 
Vane F y — PRICE LL, SERA EUS HER BOY PY GRRORE LT, 圭 
岩 と 整合 的 な 層状 を な し て いる 。 GKRIAHALE E CIE S FAT ZCRMMBN, 西 よ り 東 へ 
順に 1~6 SH LPH CoS. CHE OSKRI HBR 15 年 より 同 25 年 に 豆 つ て テヒ 
mk ONES Leot 2H LU 3 Botlc LO CHES, 約 3,000t の 三 酸 化 マ ン ガ 
VRBO 57s EBA SIN CW So 現在 は 3 ASL L CARE L ER o 3H 
で は 253 BLU 6 FHRS> PMCHSAW, 他 は 小 規模 で ある 。 3, 6 SRM ZNeHA 
70m, 40m RHPL SM Cw So Hire O.1~1.5m の 間 に 膨 縮 を 繰返し , BIL S 
る こと も あり , 一 定 し な い 。 昭和 33 年 12 ALY RBM MARK Lo CBA, 


1) Nambu, M., Sci. Rep. Res. Inst. Tohoku Univ., A, 11, 482~489, 
1959. 


ee 南部 松 夫 , 北上 山地 の 2, 3 OVY HY SKROSKAICOWT, FIR, 29-31, 
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3 番 塊 の 下部 52m より 大 切 塊 が 開 疫 され て , FREMSLO HAAG, wy bee 
と す SHA Ape 100t 内 外出 鉄 さ れ て いる 。 


3. 鉱石 お よび 鉱物 


地 事 より 3 番 塊 レベ ル ま で は 二酸化 マン ガン 鉄 を 主として いる が , これ より 下部 で は 
誠 酸 マン ガン 鉄 お よび 坦 酸 マン ガン 鉄 を 主 構成 鉄 物 と する 不変 鉄 よ りな つて いる 。 =B 
HEL YAYRILT VT b}2V—VGR NA ANKE, FARFNGEB LEU — FRAG 
か ら な つて いる 。 7VUF PAV —-VHX 統 密 臣 硬 な 塊状 体 と し て 他 の 二酸化 マン ガン 鉄 
と 密 雑 し , 時 に 礎 状 や 脈 状 を な すこ と が ある 。 ま た し ば し ば 鉄 石 の 容 隙 部 に 魚 卵 状 , B 
KK, MURS HU CHT So パイ ロ ル ー ス 鉄 は 綴 密 な 不 規 則 塊 状 体 と し て 産 し , Y 型 ラ 
>= ス デル 鉄 に 被覆 され て いる こと が 多い 。 外観 は クリ プ ト メ レー ン 多 に 酷似 し , 両者 の 
肉眼 的 識別 は 甚だ 困難 で あぁ る 。 FAAF VGA BERGE PEO, HAS HRTIR Ee 
RE RU CHIT SM, 稀 に 堅 硬 統 密 な ガラ ス 状 漆黒 色 体 を な すこ と も ある 。 バー ネ 
ス 鉄 は 脆 弱 な 粉 状 あ る い は 泥 状 を な し て 産 し , 指 頭 で 容易 に 粉砕 され る 。 多く の 場合 酸 
化 帯 と 不変 帯 中 間 部 に 産 し , 二酸化 マン ガン 鉄 の うち で 最も 新しい 生成 物 で ある こと を 
mUETWSo 

MRM & CLE Y HY ERRRASGRIEL, バラ 輝石 ) テ フ ロ 石 お よび ブラ ウツ 
シン 鉄 が これ に つぎ , 他 に 少量 の ハウ スマ ン 鉄 , ペン ウィ ス 鉄 , マン ガン 方 解 石 が 認め ら 
れる 。 バラ 畑 石 , テ フ ロ 石 お よび 石英 は 不 規則 に 共生 し て , BV AVBRT II VBE 
と 貫 状 構 造 を な し て いる 。 BY AYR BREE AT ODOA|BR TY, TART 
ン , 栗色 炭 マ ン , 統 密 な チョ コレ ー ト 色 の いわ ゆる チョ alt, Bakery 等 と し 
て 産出 する 。 チョ コレ ー ト 鉱 に は 徴 細 な ハウ ッ ウス マン 鉄 を 多数 包 有 し て いる 。 ブラ ウン 鉄 
は 常に 多少 の 石英 を 伴 な つて , 夷 マ ン ま た は 炭 マ ン 中 に ピン ズ 状 を な し て 含ま れる 。 NX 
シン ウィ ス 鉄 と マン ガン 方 解 石 は 単独 に まだ は 相 伴 つて , BEUCHBYY AY ORAL 
蔽 し て 発達 し て いる 。 また 針 鉄 鉄 は 二酸化 マン ガン 鉄 に 普遍 的 に 含ま れ , KRG Ee 
73.23 5B PICGKEL Tw So 

本 鉄山 で は 現在 虎 マ ン , 栗 マ ン , アズ キ 炭 マン 等 が 1 EK (Mn40~45%), 2 FG 
と テ フ ロ 石 より な る も の が 2 等 鉱 (Mn30% 土 )) その 他 の Mn20~2596 の も の が 3 等 
鉄 と し て 手 選 され て いる 。 


Hy 


4. ShROMICE 2 次 富 化 


BOR UORABMAM (5 SERCH) を 第 1 図 に 示す 。 図 に みる よう に , ほ ゞ 3 番 
塊 を 境 に し て この 上 部 が 酸化 帯 , 下部 が 不変 帯 と な つて いる 。 そし て これ ら 両 者 の 中 間 
の 垂直 距離 に し て 5~10m OMB LOC So COMA CIOL, FIRB 
ト ょ び 割 月 に そつ て 二酸化 マン ガン 化 が 進み , 多く の 場合 鉱石 の 中 央 部 に は 未 酸 化 の 初 成 
得 物 が 残 在 し て いる 。 ま た 不変 帯 で も 上 部 の 割 目 や 断層 に そう 部 分 で は 下降 し て くる 地 
VHKOGBIA LOC, 多少 の 二酸化 マン ガン 化 は 多 れ な い s。 

三次 的 な 酸化 鉄 に は いわ ゆる ガリ 釣 と 高 品 位 二 酸化 の 2 種 に 大 別 出来 る 。 前 者 は 不 規 
SUBR AGRIC ROLIB(ETYAYRMESTOOC, R56 BIRT TYR OME 
RUT, SiO, BBAL, KAMDOTY AVIDHLERDKAUKYEDCHS30 ¥ 


42 BRK DAR AS x 


S18 SARS 


K+ 才 


LG Pi 


Ro eg | EO Eee kal (A 


call Ab HIG RERK x 2 BE tok 
Fe-\ER 4+ e—k SRE PP we te a f 


RRB NSEEO —IR[bw v 7 RAE T ~MnO,60~80396 (cS ZRATH So 
I ORORBBD YT y WY TLD CM MEBMEOBMLIEDOL, 前 記 ガ リ 鉱 SRM 
Liev AYRSSBRLCRBL, BILL esDONMGtSUeOL#RbNSo L 
た が つて , 三次 的 高 品 位 鉄 の 存在 位置 は マン ガン を 落 解 し た 地下 水 の 性 質 , 地下 水 が 循 
す る 場 の 物理 化学 的 性 質 お よび 地質 構造 符 に 支配 され て いる と 思わ れる 。 し か し AE 
山 の 酸 化 帯 の 寺 道 は 既に 崩落 し , 直接 観察 し 得 な いた め , これ ら に 関す る 限り 立入 つた 
amas HHS ZV DtiIBR CH Fo 
5. 3 SRMOBBERIET SIBILVVY AY ih 


風化 作用 に ょ つて 形成 され た 二酸化 マン ガン 鉱石 の BERD LMHS, し 
か る も 局部 的 変化 に 富む た め , 鉱石 の 統一 的 な 構造 , 組織 を 組立 て て , 構成 鉄 物 の 品 出 順 
第 2 図 二酸化 マン ガン 釣 物 の 産 状 序 を 決定 する こと は , 一 般 的 に 
は 殆 ん ど 不 可能 で ある 。 幸い に 
本 鉄山 か ら 各 種 二 吹 化 マン ガン 
ee の 生成 順序 を 明暗 に 示す 産 状 に 
ゴー Sa BItNMROCRKIZLAT. 
a, 9 3 BO 3 号 鍋 南 押し 掘 下 
XN り の 鉄 体 中 に , 長 軸 約 6m, 短 
BS hi 2.5m OV y AROZAMR 
‘ tm |S ee あり , その 下部 半分 は 三 酸化 マ 
& | YU V GNC LO CRRA NTO 
| る 。 こ の 模式 図 を 第 2 MCRL 
A: we-MnO。 #, B: 8-MnO。 帯 , C: 7-MnO,# SR Re 
D: 8-MnO,#, R: 8vv Hv GeETEL TSA この 位置 は 第 1 図 (S ) の 部 分 
ZEGk, O: 28 で , BIL LRA OW BES 


Ps 


NN 


% 
7 
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あぁ た つて いる 。 Bi DHE RE Vv AVE (WDOSRVY) FHEL, これ に 少量 の 
NITRA, F7UBBLUT TYREE VY ARICRA CWB 
し た が つて , BAB LU DBltey AVY ROMMILOKFOLIKHBAbNS. thd 
SRT Y PAU AICS 5 CHY PKA SE PIAL CBB v BPAY BS LdEIC MnO, 
を 残留 させ , か つ 一 部 の MnO, は 上 部 より 下降 し , また は 循環 する 含 マ ン ガ ン 水 溶液 よ 
り も た ら さ れ た も の で あろ 3 う 。 炭酸 マン ガン 鉱 の 三 酸化 マン ガン 化 に は BHABLUSEA 
の 多く の 研究 が あり , Goldschmidt? に よる と 次 の よう な 反応 が 一 般 に 認め られ て いる 。 
MnCO,+CO,+H,0=Mn (HCO,), 
Mn (HCO,) +O=Mn0O,+H,0+2CO, 

さて 第 2 図 に 示さ れ た よう に , BWA ITDHS MMBlt wv Hy Mis FLD A, B, 
C, D の 4 帯 を 区 別 す る こと が 出来 る 。 A の 銘 石 は 福 黒 色 綴 密 塊 状 で , し ば し ば 魚 卵 状 , 
MIRE ALCS B の 鉄 石 は A と 殆 ん ど 同 じ で ある が , 色 は 鉄 黒色 を 示す 点 で 異な つ 
TWHo COBRA, B より 造 か に 脆い 塊状 鉄 と , この 割 月 を 充 塩 す る 粉 状 鉄 より な 
り , D の 鉱石 は 極め て 畔 弱 な 粉 状 な いし 洗 状 鉄 より ひな つて いる 。 こ の よう な 産 状 か ら , 
Zr A>B>C+D の 順 で うず め ら れ た こと は 明らか で ある 。- し か る も A ORADOEL 
Hix B, C の 時 代 に まで 及 ん だ こと を 示し て いる 。 これ ら す 4 帯 の 鉄 石 を 詳細 に 検討 し た 
結果 , A, B, C, D の 鉄 物 組成 は それ ぞ れ クリ プ ト メ レー ン 鉄 , パイ ロ ル ー ス ヌス 鉄 , 》 型 
フス クス デル 人 鉄 ) R-AFABEEEL, し か る も それぞれ が fhO 2, 3 O=BlewvaAv 
人 鉄 物 を 少量 ずつ 階 任 し て いる こと が 判明 し た 。 

つぎ に , 4 OSM AICOW CRS くわしく 記載 し , 最後 に 二酸化 マン ガン 鉄 物 問 
の 滴 移 関係 に つい て 老 察 する こと に する 。 


6. X PAA RIDT HR 


第 1 表 に は 第 2 図 に 示さ れ た A, B,C お ょ び DD の 4 部 分 の 1 試料 ずつ の X 線 粉末 廻 
折線 を 示し な た =。 本 表 に よる と , A は これ まで 発表 され て いる クリ プ ト メ レー ン 鉄 の MH 
線 と ょ く 一 致し , 他 の 混合 物 の 和 廻 折線 は 認め らち られ な い 。 B は パイ ロ ル ー ス 鉄 の 廻 折線 に 
一 致す る 。 し か し , 7.22A の 和 事 折 線 は バー ネス 鉄 の 混入 に よる 。 Clk 型 ラ ム ス デ ル 
$23) SELL, これ に バー ネス 釣 (7.20A) と パイ ロ ル ー ス 鉄 (2.40A, 1.54A, 1.35 
A) を 含ん で いる 。D は バー ネス 人 鉄 を 主 と す る 。 し か し 4.99A と 3.15A OnmspHRe 
クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 混入 に よる と 思わ れる 。 

な お , 第 1 表 に 掲げ た 以外 の 多数 の X 線 検 査 に よる と , 各 帯 に は 多少 の 鉄 物 組 成 お よ 
び 量 比 の 変化 が 認め られ る 。 た と えば DD 帯 に は ほ ば 純粋 な バー ネス 鉱 の みよ りな る る も 
の 『 第 1 表 に 奈 さ れ た よう に ベー キス 鉄 な グリ グ ド メ レー ンマ ン 鉱 を 含む て も の 7 また ペイ ロ 
ルー ス 鉄 や 型 ラ ム ス デ ル 鉄 を 合 む も の も ある 。 B, C は それ ぞ れ パイ ロ ル ー ス 鉄 , Y 
BA LAFNGEEELOWSR, いずれ る も 少量 の 他 の 二酸化 鉄 物 を 含み , 鉱物 組成 は 
D と 同じ で ある 。 な だ た だし, A は クリ プ ト メ レー ン 鉄 を 主 と し , 少量 の ペイ ロ ル ー ス 鉄 を 


1) Goldschmidt, V.M., Geochemistry, Oxford Univ. Press, 621~642, 
1954. 
3) Nambu, M., 前 出 , 1959. 
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第 1 表 二酸化 マン ガン 鉱 の X MBAR 


SS ee ーー eH ーー ニー ター ニー トー ニニ ーー つ 


A B D 
(クリ プ ト メ レー ン HM) VLA aV—-—AGK) | (FAAF VG) (Os— % AG) 
d (A) I d (A) I d (A) I d(A) I 
*7.22 s (A) *7.20 |m(d) 723 s (d) 
6.90 vs 
4.90 Ss ***4.99 Ww 
4.08 S 
3.10 Vas 3.10 s 3.10 w ***3.15 |v w(d) 
2.44 w 
2.40 s 2.41 s *, **2.40 s 2.42 | m(d) 
2.35 m 
Pe m 
1.96 m 1295 vw 
1.90 S 
182: w 
1.65 Ss 1.67 w 
1.63 VES) 
1.53 m BS m #154 Ww 
1.48 m 
1.42 vw 1.43 m 1.43 m 1.42 | m(d) 
o> Ww 1.35 m **1 35 s 


( 対 陰 極 Fe, フィ ルター な し , 30kv, 6MA, FX 724 30.25mm) 
vs: very strong, s: strong, m: medium, w : weak, 
vw: very weak, d: difuse 

* NC RAGOMTRR FF 284 I AGOMITRR 
ee TT RV — YO MTR 


念 む の み で ある 。 
UG ED 


4 部 分 の 化学 分 析 結 果 を 第 2 表 に 示し た 。 A と DD は それ ぞ れ クリ プ ト ス マス レーン 鉄 と 
バー ネス 鉄 以 外 の SX 線 粉 末 廻 折線 を 示さ な い が , B (パイ ロ ル ー ス 鉄 ) に は バー ネス 鉄 
の , C (Y MARAF NEE) WEN KAMER Z DN — AROMAT GRBW ON 70 

WETYVAF PAV—-—VEOAPHAD SiO。, Al,Os, Fe。0O。 は それ ぞ れ 石英 , HSK 
お は よび 針 鉄 鉄 と し て 存在 する と 考え て 除去 層 0 三 16'00 放 て で 化学 式 を 導き (R00 ee 
Nao.ig» Mg 1 Cao.og)1.08MM7.9401¢.00 BSN So AORIk Fleischer, Richmond”) 
B7YVT bAV—VHKICF AT. KMngOyg (MY CLL -—BRT So ER N-AAZROAD 
析 値 の うち SiO。, Fe,03, Al,O,, TiO。 を それ ぞ れ AR, HRM, FES, VFX 
と し て 存在 する も の と 差 え て 除去 し , O= 14.00 と し て 原子 比 を 求め , 化学 式 を 導く と 
WOW) CH Zo 

(Nao.58° Cao.27 Bao.os M&o10 Ko.13)1a2 M0¢.90O14.00°2-6H2O 
この 式 は Jones と Milne?) 示 バ ー ネ ス 人 鉄 に 与え た 


1) Fleischer, M.F. and Richmond, W.E., Econ. Geol., 38, 269~286, 
1943. 


2) Johnes, L.H.P. and Milne, A.A., Min. Mag., 31, 283~288, 1956. 
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第 2 表 CMRbey Hy RMO(LERAD 


A B ® D i D 
(FUT KA! (84 VU (FARF| CRHRR aes (バー ネ 
レー ン 鉄 ) | 一 え 鉄 ) | 78k) | BR) gi) | GA) 
MnO 74.01 71.05 62.14 64.14 Mn 7.84 6.90 
15.99 13.72 1273 13.24 Mg 0.14 0.10 
SiO, 0.03 0.06 0.13 1.02 Ca 0.08 0.27 
‘iO tr 0.05 0.09 0.03 Ba —/1.08) 0.0571.12 
Al,O3 iT ie 3.26 6.10 1.22 Na 0 18! 0.58 
FeO 0.32 1.52 1.64 1.97 K 0.68 0.12 
MgO 0.75 0.03 2.87 0.52 H,O = 2.56 
SOE 0.59 et 1.66 2.03 16. 00 14.00 
BaO — 0.14 0.11 Re? 
Na,O 0.77 0.83 0.98 2.34 Mn % 57.31 50.07 
K,O 4.28 0.59 0.62 0.80 | MnOz 
H,O+ 0.94 4.86 5.97 6.46 結合 する 32.69 27 81 
20— 1.14 821 4.52 4.99 0% 
| O/Mn 1.96 1.91 
Total 99.94 100.44 99.56 99.88 (原子 比 ) 。 


(Na Cay.) Mn,0,,-2.8H,O 

と 比較 的 よく 一 致す る 。 し か し , BEA 1956 年 り に バー ネス 鉄 と 命名 し た 試料 に は 多 
量 の 不純 物 を 含ん で いる の で , 化学 式 に つい て は 再 検討 を 要する 。 本 邦 の バー ネス 鉄 は 
京都 府立 木 鉄山 お よび 北海 道 胞 ヶ 岳 鉄山 3 か ら 報 告 さ れ て いる が , 何れ も 多量 の 他 の 
三 酸化 マン ガン 銘 物 を 含む も の で , バー ネス 人 鉄 を 主 と す る も の の 分 析 は 豊 品 鉱山 の も の 
が 最初 で ある 。 

パイ ィ イロ ルー ス 鉄 , Y 型 ラ ム ス デ ル 鉱 は 他 の 二酸化 マン ガン 鉱物 を 含む の で 化学 式 は 求 
め ら れ な い s 


2 


8. 示 差 熱 分 析 

第 2 図 に 示さ れ た A, B, C, D 4 試料 の 示 差 熱 分 析 曲 線 を 第 3 図 に 示し た 。 各 試料 
0.5g を —200 メッ シュ に 粉 律 し て 使用 し , 昇 温 率 を 10°C/m と し て 操作 し た 。 A は 
670°C & 920°C pez, 890°C に 顕著 な 吸熱 ピー ク を 有する 。 890°C の ピー ク は 
クリ プ ト メ ヌメ レー ン 鉄 が MngO。 に 変化 する 吸熱 反応 に よる 。 670°C と 920°C の ピー ク 
WA { OL—-AGOVWAI EY, 前 者 は パイ ロ ル ー ス 鉄 の Mn。0。 へ の 脱 酸素 反応 , 後 
考 は Mn,O, の Mn。O。 へ の 脱 酸素 反応 に 基く 。 Bik 120°C, 700°C の 微 憎 な , 595° 
C, 945°C の 顕 装 な 吸 府 ピー ク を 有する 。 120°C の ビ ピーク は 人 附 着 水 の 腕 水 に よる 。 595° 
C と 945°C の で ピーク は パイ ロ ル ー ス 鉄 に 起因 する 。 ま た 700°C の ピー ク は バー ネス 鉄 
の Mn,O, へ の 変化 に よる 。C に は 120°C, 590°C, 970°C の 吸熱 ピーク と 360°C It 
近 の 丘陵 性 発熱 ピー ク を 有する 。120°C は 附 着 水 の 脱水 に より , 360°C の 発熱 ビー ク は 
y HS ム ス デ ル 鉄 の パイ ロ ル ー ス 鉄 へ の 転移 に よる 。 ま な た 590°C の ピー ク は パイ ロ ル ー 


1) Johnes, L.H.P. and Milne, A.A., 前 出 , 1956. 
2) HetpReBL, A, 前 田 7S, SED» 2, 431~446, 1956. 
3) 針谷 7 BmMee, oy, 3, 300~313, 1957. 
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第 3 図 Bley Hy BORBAD AT HR 


200 400 600 800 1000 
BRCC) 
A: 7YPbRV—-VYRE BB パイ ロ ル ー ス 鉱 
Ci VIF RAF NE D: x.—*% xGE 


ABD Mn,O; (tb, 970°C の ビー ク は Mn,O; の Mn。O』 化 に 基く 。 D tk 120°C, 
490°C, 665°C お よび 940°C Oat a7 4 ORME -7RAGF So. 665°C の ビー ク 
は バー ネス 鉄 の Mn。gO』 化 に より , 他 の ピー ク は は 附 着 水 の 脱 水 と パイ ロ ル ー ス 鉱 の 存在 
MNT SZ. Wk EO, A, B, C, DkZnHenH7IN7TbAV—-VR, NZ uN 
A, V MARAT NG, N-AARTEKDMRMEE, 他 に 1, 2 の 二酸化 マン ガン 
鉱物 を 陳 供 し て いる こと が 明らか と な つた が , さら に 多数 の 試料 の 示 差 熱 分 析 を 実施 し 
た 結果 , 鉱物 組成 に つい て X 線 検 査 の 結果 と ほぼ 同様 な 結果 が 得 ら ちら れ た 。 

二酸化 マン ガン 鉄 の 未 差 熱 分 析 曲 線 は 比較 的 多数 発表 さき され て いる が , 著者 に より かつ 
産地 に よ つ て まち まち で あり , LDDU-7OMRICOW THX OBO: ARR WAG 
れ て いる 。 し か る に 最近 岡田 に よ つ て 広汎 な 一 連 の 研究 が 行わ れ , 二酸化 マン ガン 鉱物 
の 有 熱 的 挙動 が ほぼ ば 解決 され た 。 ARGKIL DAR ERAS AT HARD PERS DO EEO RSL) 
お よび 未 発 素 の 資料 に 基 い て 行わ れ た も の で ある 。 な お , 東北 地方 の バー ネス 鉱 の 熱 押 
研究 は 本 鉄山 の も の る も 含め て , 近く 岡田 に よ つ て 本 誌上 に 発表 され る 予定 で ある 。 


9. 豊口 鉱山 に お ける 二酸化 マン ガン 鉱物 の 滴 移 関係 


SARI 3 号 鋼 南 押し 掘 下り の 宰 洞 お よび SHS SZ CBRE vy WY ES 
YR YBRE EES SHAM SHRI SI CRREL CR 7s 地下 水 と 作用 し た 結果 も た ら さ れ 
た も の で ある こと は 紅 う 余地 が な い 。 つま り MnCO。 が CO。 を 含む 水 に よっ つて 溶かさ 
れ Mn(HCOs). となり, 少 次 宰 洞 が 発達 し , 同時 に Mn( 了 LCO。) 。 が 酸化 され て MnO, 
を 残留 させ た も の で ある 。 

さて 第 2 図 で 明か な ょ うに , Bis B っ C っ D OMIM No LR BZCARZI 
の 最 下 部 に 主として 存在 する が , B,C に も 含ま れ , か つこ に れ を 貫く に と くも あぁ り 店 眼 
的 に は 不明 内 で ある が X 線 廻 折 法 に よる と D に 少量 含ま れ て いる 。 つ まり A は 完 洞 素 


1) PARR, #ek, 43, 229.238, 1959. 
2) FAIRE, ek, 44,23~33, 1960. 
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BED AHA 2 6 DUE E C5 KEW CHL O YU YOCHSo 

いま す は 部 分 の 構成 鉄 物 の 量 比 を X MBAR L URES EEC L CRT BLO 
ぎの よう な 結果 が 得 ら れる 。 

AL クリ プ ト メ レー ン 鉄 パイ ィ イロ ルー ス 鈴 

Bi パイ ョ ルー 人 鍼 タク リプ トス ラレー ン 飲 7 WI LAF NGK> H—R AE 

C: Y 型 ラム ス デ ル 鉄 タバ ベー ネス 人 鉄 , パイ ロ ル ー ス 人 鉄 > ク リプ トメ レー ン 釣 

Dt バー ネス 鉄 多 Y 型 ラ ム ス デ ル 鉄 > ペイ ロコ ルー ス 人 釣 > ク リプ トメ レー ン 餅 
すなわち A は クリ プ ト メ レー ン 鉄 を 主 と し , 少量 の ペイ ロ ル ー ス 人 鉄 を 含有 する の み で 
ある 。 し か し B,C, D は 局部 的 な 変化 に 富ん で いる が , 全体 と し て は MALAITA ¢ 
同様 で あつ て , た だ 録 物 の 量 比 を 異 に する に 過ぎ な い 。 

さて 第 2 表 に 示さ れ た B, C, D の 化学 成分 を 比較 する と , 多少 の 相違 は ある に し て 
b> 比較 的 よく 一 致し て いる 。 し か る も 3 者 は 鉄 物 組 成 の 局部 的 変化 に 富み , 鉄 物量 比 に 
も 閉 る し い 差 が ある こと を 老 慮 に 入れ る と , 3 者 が 唱 出 し た 母 液 の 化学 的 性 質 に それ 程 
BELVBARH OLB ASLNAWo CHKKRE A tk H,O(4+) が 少な で KO 
WHOS BEVMGMICG., し か る も る 産 状 が 著 る し く 特 微 的 で ある 。 し た が つて A OFM 
条件 は 他 の 3 考 と は 多少 異な る も の で あぁ あつ た こと を 認め ね ば ぼ ば な ら な い 。 

以上 の よう な 事実 お よび 産 状 か ら B, C, D Opis, は じ め Mn(CO,), LOY? 
らき 4 だ ケル 状 MnO, lk まず 低 結 口 度 の N—-ARAGLEAYN, BELT Bb kEOT 7 
型 ラ ム ス デ ル 鉄 を 経て ペイ ロ ル ー ス 録 に 転移 し た と 考え られ る 。 この こと は , バー ネス 
鉄 は 数 本 の 甚だ 拡散 し た 廻 折線 を 示す に 過ぎ な い が , Y MALAF NE, パイ ロ ル ー ス 
鉄 の 順に 廻 折線 の 傘 鋭 度 と 強度 を 増す こと か ら る も 妥当 で ある と 思わ れる 。 一 方 人 工 Mn 
O。 の 加熱 実験 を 参照 する と + VELA LHI 5 っ っ 8 っ ¢ と いう 転移 過程 が 認め ら 
れこ れ に 反する も の は 殆 ん ど 報 告 さ れ て いな い 。 この こと は 上 記者 究 の 妥当 性 を 支持 
FSE%DERWBEDO 

クリ プ ト メ レーン 鉄 の 化学 組 生 は KMn,O,g より Mn,Oyg (CHOTA(LEF Sr EW 
知ら れ , 天然 に お いて は 前 者 の 化学 組成 を 有する も の が 圧倒 的 に 多く , 本 鉄山 の る も の る も 
この 例 に も れ な いこ と は 前 述 の 通り で あぁ る 。 つ まり ゲル 状 の MnO, は K イオ ン の 存在 
FC, これ を 吸着 し 、 ク リプ トメ レー ン 鉄 を 形成 し 易い ひい の で ある 。 

地下 水 が 容 洞 に 浪 入 し て , MnO, Yt SYA, 一 部 の MnO。 は 上 部 の 鉄 体 よ り 
も たら され た も の で あり , 他 の 一 部 は 卒 洞 周辺 の 虎 マ ン を 深 解 し た も の に 由来 する で あ 
ろう こと は 起 像 に 難く な い 。 そ し て KK イオ ン の 吸着 量 の 少な か つた MnO, ゲル が バー 
RAGLAN, BELT, 7 型 ラ ム ス デ ル 鉄 を 経て パイ ロ ル ー ス 鉄 に 達し た こと が 考え 
られ る 。 また , 他方 , K イオ ン の 吸着 に 上 調 ま れ た も の は クリ プ ト メ レー ン 鉄 と な つた る も 
の で あぁ ろう 。 つ まり B,C, D に お ける 組成 鉄 物 の 量 比 の 相違 は 老化 が 主 困 で あり , A 
は KK イィ イオン の 史 着 量 に 支配 され た も の と 解釈 され る 。 こ の 場合 B-C-D 系 列 は 宰 洞 附 


1) McMurdie, H.F. and Golovato, E., 前 出 ,) 1948. 

2) Klingsberg, C. and Roy, R., Am. Min., 44, 819~838, 1959. 

3) Neuman, K. and Fink, W., Z. Electrochem., 62, 114~122. 1958. 
4) Cole, W.F., Wadsley, A.D. and Walkley, A., 前 出 ) 1947. 


48 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


近 の 初 成 マ ン ガ ン 鉱 物 に 由来 し (すなわち 現地 残留 性 ), A は 地下 水 が 卒 洞 中 に 浸入 す る 
以前 より 溶解 し て いた マン ガン に 由来 する の か る も 知れ な い 。 LOLIBBA 第 2 図 に 
示さ れ た 4 者 (特に A) の 産 状 か ら ゃ も 好都合 で ある と 思わ れる 。 

本 鉄 上 山 の 二酸化 マン ガン の 莉 移 隊 係 は さき に 著者 等 の 1 人 が UML ORB H 
ン 鉄 の 酸化 現象 を 記述 し た 際 の それ と 極め て よく 一 致す る 。 本 文 で は -BAK EG SH 
移 開 係 を 述べ た に 過ぎ な い が , 広く 酸化 帯 の 鉱石 に つい て 和 観察 し て みて も, EROWMB 
関係 と 矛盾 する 例 は 認め られ な い 。 し た が つて , この ょ よう な 海 移 開 係 は 他 の 二 次 的 二 酸 
化 マ マンガ ン 銘 床 に も 広く 適用 され る こと が 予想 され る 。 

10. 結 

SB OSUINI HERO BERR + — b PIE T S BY YEE LAT HA, 7 
77 VY GE PE BRT VY WYER CHS0 COBO LMAR(LS NC 二酸化 マン 
RVYBEBREWSMB, Ber Fv RMOWMBBRIMO TLC MIESNSo 

老化 > 


d-MnO,—— ~7-Mn0O,-— —>B-MnO, 
MnCO,— MnO, 4 (SF AB) (% MA RAF VG) (284 BA — 2G) 


[poses aren Ki tv 
等 を 少量 含む 


この 攻 移 開 係 は 他 の 二酸化 マン ガン 久 床 に も 広く 適用 され る で あろ 3 う 。 


ab 


—a-MnO, 
(FUT bRV—-vY HB) 


SAGO AEE e ors RERRARASAARM ABR, 鉱山 現場 の 方 々 
BLURB S N 7A RR TM LSM CRA ORE RT So 


1) Nambu, M., Ajit}, 1959. 
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Thermal study on some todorokites 


; 岡 FR J&R # (Kokichi Okada)** 


Abstract : Todorokite from the manganese one in Fukaura mine, 
Maruyama mine, Aomori Prefecture, Hong6 mine, Iwate Prefecture and 
Hamayokogawa mine, Nagano Prefecture were studied by means of X ray 
powder method and differential thermal analysis. 

Xray powder pattern of four specimens in this experiments is cor- 
responded to todorokite from Todoroki mine. D.T.A. curves of todorokite 
is characterized by a enodothermic peak at 640-660°C, and the endother- 
mic peak is caused by the conversion from todorokite to hausmannite. 


1. 緒 


BBS ONAL AO Vy AY RIES YY REIN LL, 結果 の 一 部 は 既に 報 
告 し た が り リ , この 研究 過程 で 2, IDEM CBaE AMT ICLEBMCEKR. 

BOSH” が 北海 道 審 鍼 山 で 発見 し た 含水 酸化 マン ガン 伝 物 で ある が , TAGE 
吉村 豊 文 の 記載 以後 , 桜井 欲 一 , 高須 新一郎 が 静岡 県 池 代 鉱山 で 発見 する 迄 全く 産出 
の 報告 が な く , 次 で Ljunggren®) 73 Sweden の Vermlands Taberg で 発見 し , 現 
在 以上 の 3 産地 が 知ら ちら れ て いる に 過ぎ な い 。 

庶 石 の 産出 は この よう に 移 で ある が , この 理由 と し て 二酸化 マン ガン 鉄 の 鉱物 組成 が 
最近 に 至 つ て 明らか に な つた 事情 を 考え る と , 同 鉄 を 肉眼 的 に 二酸化 マン ガン 久 と 識別 
する こと が 困難 で ある 上 に , 含水 酸化 マン ガン 鉄 の 研究 が FORBIC SN Cores Lice 
因 し て いる と 推察 され る 。 

BEOBRB LU 釣 物 学 的 記載 は 別 の 機会 に 謀る こと > し, 本 文 で は 筆者 の 「 酸 化 マ 
ン ガ ン 鉱 の 熱 的 研究 」 の 一 部 と し て , AEKMO D.T.A. 曲線 , 加熱 変化 等 に つい て の 
実験 結果 を 報告 する 。 本 実験 で 取扱 つた 蛋 石 は 肥 鉄 山 産 の 他 に 4 試料 で ある が , 筆者 が 
東北 地方 で 見 出し た 例 は この 他 2, 3 に 下らない 。 

実験 方 法 は 筆者 が 今 迄 報告 し た 方 法 と 同様 で ある が , ぶ 線 和 廻 折線 の 測定 に は 粉末 写真 
法 と ガイ ガー フレ ックス を 併用 し た 。 な お , RRR CA 7s SK LL Me BLA AS 


* RRR 第 338 = 

** "東北 大 学 選 鉱 針 錬 研究 所 

1) PERM, RAGE, 岩 鉄 , 43, 108~109, 1959. : SkiHHe, 10, 37, 1960. 

2) Yoshimura, T., Jour. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ., Ser. IV, 2, 
290~297, 1934. 

3) 桜井 欲 一 , SAE SKM, 3, 241~243, 1957. 

4) Ljunggren, P., Am. Min. 45, 235~238, 1960. 
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RAVE BGS kD 東北 大 学 南 部 松 夫 助教 授 に 寄贈 され た も の を 使用 させ て 頂い た 。 CS 
に 明記 し て 両 先 生 に 詩 意 を 表す る 。 


22 km 試料 


SURI ROK IPE AREER LL, CN tA RIC LOC 控 集 され た 
書 森 県 西津軽 郡 深浦 鉄 山 産 , 同 丸 山 鉄 山 産 , 岩手 県 釜石 市 本 郷 鉄山 産 お ょ よび 本 研究 所 標 
本 室 所 蔵 の 長野 県 上 伊那 郡 浜 横川 鉄山 産 の 4 試料 で ある 。 

深浦 , 丸山 鉄山 は 共に 新 第 三 紀 層 中 の 層状 マン ガン 鉄 床 で り , Maly 0.5~1cm 
の 長 さ の 細い 繊維 状 の 綴 密 な 集合 体 か ら な り , 色 は 協 鉄山 産 國 石 に 近い 。 本 郷 鉱山 は 古 
WHERE POBRTY AYER, BALARRORILECEHL, BE, SR. BEC 
肉眼 的 に は 普通 の 二酸化 マン ガン 鉄 と 異 ら な い 。 VERGO ERIS 不明 で ある 
が , 「 硬 マン ガン 鉄 」 の ラベ ル が 貼付 し て あり , 黒 礼 色 の 枯木 の よう な 外観 を 呈し , 統 
蜜 な 10cm 前 後 の 長 さ の 繊維 ボ が 木目 の よ ょ うに 集合 し , 圧 砕 す る と 細長 い 繊維 に 分 離す 
Bo 

RAC LUCHORRADOAIEN Halk, 見 掛け の 比重 が 普通 の 二酸化 マン ガン 録 
に 比較 し て 笑 に 小さ く , > KARE BURRBALEL, 多く は 繊維 状 集 合体 を な し 
て いる こと 等 が 挙げ られ る 。 


3. mOO X 線 廻 折線 
供 試 5 試料 と Frondel 2 g@Gk PAO CRO7e X 線 廻 折線 を 第 1 表 に 掲げ た 


第 1 表 kD XARA AST AR 


ia * ie RR 浦 Sih 山 本 郷 | 浜 横 i 
d I d T d I d T d I d i 
10.74 1 | 
9.65 ON ORGS Oe) Saget WO Gees ON OO0 Iso!) Baa GC 
729, 0.2 | 7.09 3 
4.81 8 | 4,83 4| 4.85 4| 4.80 5 | 4.81 4] 4.85 5 
4.46 3 4.95 | 0.5) 4.58 3 4.35 2 
3.20 41 316 U9.06 0 0G 17 3 3.15 1 
2.74 4 
2.45 3 | 
2.40 4] 2.40 1 | 2.49 91 2748 5] 2.42 Aa oc an x 
2.216 BM OL Onl el aes MOGs KO! Gis | 
2.150 ib) Boies 1 
1.981 1 1.97 2 IOS anions 7) a OS 
LE 7A ROR S TA en ORS Le ROES 
1.67) Wio.5 167) | O25 
ey ZEN atti TS ay 2h ei, get iP || seal AS) AS as 
1.392 SA A ER 1 1289) 1 0n5 
1.331 5 


(ee rondel Gaye 4) 


1) GAR, FARO PA, 27, 1960. 
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が , 5 試料 の X 線 廻 折線 は 何 
れる も Frondel) の 値 に 良く 一 
致し て いる 。 ARICLALEH 
石 は 9.65~9.90A Osa 
折線 を 有する の が 特徴 で , 
OMPRO 有無 に よ ょ つて Te 
化 マ ン ガ ン 鉄 と は 容易 に 区 別 
CR 


> 
= 


第 2 表 BAD D.T.A. 曲線 の 吸熱 ビー ク 温 度 


me | 深浦 | Ay i | AS #6 | WERE | Vermlands 
120 120 120 130 105 
320 | 320 320 330 
450 450 460 450 470 
640 650 550 650 660 660 
730 730 730 
860 860 810 
950 965 


な お , 第 1 表 OMMBOMLA 17-7 Vy TACERYOCHS 2), BREW 
に よる と 9.65~9.90A, 4.80~4.85A の 2 本 の 和 廻 折線 だ けが 鮮明 で , MOM BILL 


> RRL CARRE CHOK 


第 1 図 に 本 実験 試料 の D.T.A. 曲線 
lands Taberg #9E#ADO D.T.A. 曲線 を 転 


に 示す 。 

第 1 図 , 第 2 表 に よる と 
BAD D.T. A. 曲線 は 試 
料 毎 に 曲線 の 形 と ビー ク 温 
ER や 暴 つて いる が, 
450~470°C, 640~660°C 
RAC —7, Eee, 本 
郷 試料 を 除い て 320°C に 吸 
Be — 7 WALLET B 特徴 を 
有 し て いる 。 これ ら の 曲線 
Oa, Vermlands Taberg 
産 は 浜 横川 産 に 最も る 類似 し , 
BEBO NIE PR, 
丸山 産 は ほ ゞ 同様 で この 2 
試料 と 本 郷 産 に は 700°C 以 
ECE KTR 認め ら 
れ な い 。 


5. mOOMAAIE 


HAD D.T.A. 曲線 が 
試料 毎 に 多少 異 る 理由 と , 


4. 高石 の D.T.A. 曲線 


#1 BAO D.T.A. 曲線 


7 びに 比較 の た め に Ljunggren に よる Verm- 
Lio 各 曲 線 の 吸熱 ピー ク 温 度 を 第 2 表 


600 1000 


a R (0) 


(1: oki, 2 : Pee, 3 : Wiley, 4: 本 


郷 鉱山 , 5 : PRB 


Sweden) 


HAO MBN L SHOALS WE mF ZANT, 


D.T.A. と 同一 条件 で 加熱 し , 交 線 的 に 検討 し た 。 


1) 
2) 


ij, 6 : Vermlands Taberg, 


各 試料 を 


Frondel, C., Am. Min. 38, 761~769, 1953. 
実験 条件 , FeKa, 30kV, 10mA, 8-1-16, 1°-1°-0.4mm, 2°/min. 
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SEES 358, NAPMITROAILD 1 WEL CHRD 400°C, 600°C, 1000°C 
DXAMGAPRE B 4 表 に 掲げ た 。 第 3, 4 BIC L SL, BOMB E FHMOAZlEMN 
500°C ¥ CICA HOS 4.8A, 9A (4.80~4.85A, 9.65~9.90A, 以下 同様 ) 
DMT GAWAL (TOMO MMI ABE CH る が 存在 する ), 次 で 640~660°C OH 
PARIS ERE CN TASTY ENE 5 2 段階 の 変化 記 程 が 認め ちら れる 。 

各 試 料 の 加熱 変化 を D.T.A. 曲線 に 対応 させ る と , 深浦 , 浜 横川 試料 は 320°C OR 
熱 ピ ー ク で 4.8A, 9A の 和 加 折 線 を 同時 に 消失 し , 和 丸山 試料 は 200°C で 4.8A, 450°C 
の 吸熱 ビー ク で 9A OMGRE HEL COS. 本 郷 試料 は 本 実験 試料 中 で 最も 附 着 水 に 


第 3 表 BAO MRC Lk SHOR 
加 熟 
co ae BR 浦 Sih 出 本 Balt YE fg JI | 
5S i | te A | i Ay | ite a | ie Ay || Ai 
200 ” ” w (4.8 消失 ) ” : .8 消失 ) ” 
3 00 A U4 u u 9 消失 ) 4 
2 # (4.8, 9 消失 ) 


400 | 4 (4.8 ts) w (4. 8, 9442) 


500 | (9 ya " “(9 消失 ) ’ 


600 u u UA 
700 | NY AVYER| AV ASV) AV AVY | NV ASVE | AV AVY 
800 u uv uv uw uu 
900 uw a” u uv LA 
1000 uw uw 7 u 7 


4.8: 4.80.4.85A © X THR, 9 : 9.65~9.90AD X senmsTee 


BAG GES PEMAO MBN k SHOAL 


bs 温 400°C 600°C | 1000°C NOTA Y GEE 
d I d I d I d I d I 

10.74 1 4.87 w 90 

9.68 | 10 | 9.78 | w(d) 3.08 | m 09 

4.83 4 Tey | w 88 

3.16 1 8.08 ae 3.10 w(d 2.76 S 74 

2.74 4 2.74 w(d 2.74 | vw(d 2.48 Ss 48 1 

2.40 1) 2846 aS 2.42 mtd 2036-1) on 35 

Pra valt 1 20S m 04 

2.14 1 Me ilis w(d 2.14 w (d) 824 

1.42 15 1.42 aia 1.43 mea 79 m 

eo OR 69 Ww 


D 
oo 
<q 
る 


2248 4B °5 


ーー WH 
Ske. ae ian ogatle, ke ae 
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(*:Aminoff, G. : Z. Krist., 64, 475~490, 1926.) 
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富む も の で 100~300°C に 豆 る 大 きい 吸熱 ビー ク が 見 られ , 4.8A, 9A の 廻 折線 は この 
吸熱 ピー ク の 完了 温度 300°C で 最早 や 消失 し て いる 。 ハ ウツ スマ ン 鉄 へ の 移行 は 各 試 料 共 
Vz 640~660°C | の 吸熱 で ニーク と し て 示さ れ て いる 。 ま た, 700°C 以上 で ば ぽ ば し ぽ 出 現す 
る 吸熱 ビー ク に つい て は 明らか で な く , 640~660°C DRARECLEOL 7 ZAUEGKE 
RL, この ビク スピ ビ 鉄 が ハ ウス マン 鉄 へ 移行 する 際 の 吸熱 反応 か , ある い は 少量 温 入 
し て いた 不純 物 の 影響 に よる か の 価 れ か と 考え られ る が , 交 線 的 に 確認 で き な か つた 。 

この よう に , 箇 石 は 加熱 に よ つ て 容易 に 不 規則 性 を 増し て 4.8A, 9A の 和 廻 折線 を 消 
失 し , 以後 640~660°C OMAK RS E CAMN ORK ¥ BSG HIRE RT 
ぎざぎざ な い 。 これ は 単なる 水分 子 の 除去 に よる も の と は 考え られ ず , 加熱 温度 の 上 昇 に 伴 つ 
て 閉 る し い disorder の 状態 に な つた た めく と 推定 され る 。 さら に , D.T.A. 曲線 お よび 
4.8A,9A の 両 環 折 線 の 消失 温度 が 試料 毎 に 異 る の は , 各 試 料 の 化学 組成 * お よび 結晶 度 
の 僅か な 差異 に よる も の と 考え られ , また ハウ スマ ン 鉱 へ の 構造 変化 が 同一 温度 (640~ 
660°C) で 起 る こと を 老 慮 に 入れ る と , 本 実験 試料 の 基本 的 な 結晶 構造 は どの 試料 で る も 
事実 上 同一 で あつ た と 解 さ れる 。 


6. 総 括 


東北 地方 の 2。 3 OF YAVERRMOCMAL RL, SMUT, D.T.A. 曲線 , 加 
鷹 に よる 相 の 変化 等 を 検討 し て 次 の 結果 を 得 た 。 
(1) BARBERA, AAU, 岩手 県 本 郷 鉄山 , 長野 県 浜 横川 鉄山 産 マ ン 
ガン 録 石 中 か ら 発 見 され た 。 A 2 BisECMRAMBPOBR TY AYER, Batt 
ZNENORED 二酸化 マン ガン 鉄 右 中 か ら , 本 郷 鉄山 は 古 期 堆積 岩 中 の 層状 マン ガン 
GRC, 鼻 石 は 同 鉱床 の 酸化 帯 か ら 産 し た 。 浜 横川 鉱山 産 苗 石 は 本 研究 所 々 蔵 の 標本 で , 

「 硬 マン ガン 鉄 」 の ラベ ル が 貼付 され て いた も の で ある 。 

(2) ? 42D XARA SHR DTERD F— FICK IT SOB, MAO XAG 
折線 は 9.65~9.90A ORR RE AT る の が 特徴 で また 粉末 写真 法 に よる と 4.80~ 
4.85A, 9.65~9.90A の 両 加 折 線 だ けが 鮮明 で , 他 の 事 折 線 は 拡散 し て や ゝ RUPE CH FB 0 

(3) D.T.A. 曲線 は 試料 毎 に 多少 異 る が , 640~660°C KCMBAMMeE-—7 EBL, 
他 に 500°C 以下 に 2, 3 の 吸熱 ビー ク が 認め られ る 。 

(4) ae mes Ze 500°C まで に 4.8A,9A の 両 事 折線 が 消失 し て 著しく disor- 
der の 度合 を 増し , 次 で 640~660°C の 吸熱 反応 を 経て ハウ スマ ン 鉄 に 移行 する 。 

(5) 以上 の 実験 結果 に よ ょ つて , 轟 右 は 本 邦 の 第 三 紀 層 中 の マン ガン 鉱床 か ら の みな ら 
ず , 十 期 堆積 岩 中 の マン ガン 鉱床 の 酸化 帯 か ら も 産出 する こと が 明らか に な つた 。 


本 研究 を 発表 す る に 当り , 終始 御 指 導 , AMET Oke TAREE MA 
選 鉄 製 錬 研究 所 南部 松 夫 助教 提 に 衣 心 か ら 感 謝 の 意 を 表す る 。 また , MARRS HE 
松 夫 助 才 援 に 寄贈 され た 北海 道 大 学 理学 部 原田 準 平 教 授 , 試料 の 使用 を 快諾 され , か つ 
産 状 を 教示 され た 南部 松 夫 助教 授 に 対し 銘 記 し て 感 員 する 。 


* SEK —, PBMC LS CHALK LLP OIC AR IS a IL Pe ky MnO 
— が ゃ > ゝ 乏しく , BAD LFMMILS SHH CABS 5° LERL TO So 
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Early stage basalts from the Nasu volcanic zone 
3 A 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki)* 


Abstract : The early stage basalts of the tholeiite series from the 
Nasu volcanic zone in northeast Japan are found only in the Funagata 
volcanic group and are characterized by containing Mg rich pigeonite as 
phenocrysts. These basalts, showing the chemical composition of typical 
tholeiite, are notably rich in CaO and very poor in Na,O and K,O as com- 
pared with those of the other regions of the world. 

In the tholeiite magma from the Nasu volcanic zone, the order of 
crystallization and their evolution of mafic minerals are as follows : 


Mg-olivine—->bronzite——pigeonite 
diopsidic augite——augite——ferroaugite 
The crystallization trends of the pyroxene are similar to that of the 


Skaergaard intrusion and are unlike that of the pigeonitic rock series 
(tholeiite series) of the Izu and Hakone districts. 


1. 縮 


BRAGHBDG DO Pee PALES TP RELUHWIC IDO CT FRU ARS RT SRK OLAS 
分 布 し て いる 。 CH SW GHP BMKORUEA RK & ( KOM pyroclastic flow を 
流出 し て いる 。 CNEOKUMEHMS ZBAIEL LC カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 RES 
で ある が , ソレ ー ア イト 岩 系 玄武 岩 一 基 性 容 山 岩 類 も 相当 量 認 め ち られ る 。 し か し ソレ ー 
ァ ィ トマ グマ の 分 化 の 早期 を 示す 去 武 過 類 は 極め て 上 少なく, 船形 火山 和 群 に 少量 産 す る に 
過ぎ な い 。 

この 報告 で は 筆者 が 最近 行なっ つた 船形 火山 群 黒 鼻 山 一 帯 の 早期 玄武 岩 類 に つい て の 宮 
PEAR, (CRM CHK ILD YU -T 4 he T VT OPRAD 品 出 経路 に つい て 述べ 
Bo 

この 研究 を 行なう に あたり , MPM Vio 72 ALS Re RC ALB LEW SZ. RM 
分 析 試 料 の 一 部 を 恵 与 し て 下さ つた 小 出 秀 章 , 芦田 佐 寺 の 両氏 に 感謝 す る 。 

な お この 論文 は 1958 年 10 月 地質 学会 東北 支部 例会 及び 1960 年 5 月 火山 学会 に 於 
て 行っ つた 講演 に 更に 新 容 料 を 加え て 述べ た も の で ある 。 


Dm 


2 ZK wOD A 
ABER AES AYA CSL & SES LC KE ORM RU 岩 質 を 異 に し , AVAL 
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Abeabar, 高原 山 以 南 を 南 帯 と 呼称 す る こと が 提唱 され て いる リリ 。 MAKI 
する 基山 は 東北 地方 に は 多数 あり , その 数 は 20 を 超え る 。 し か し な が ぶら ソレ ー ア イィ イト 募 
A (CV TV BREM) 玄武 岩 を 吐出 し た 火山 は 比較 的 少な く , 北 か ら 列 挙 す る と , 
HF 2) 八幡 平 3), $i=63)4) RK ey 7 5°), 荷 工 岳 3)5), 船形 RE, az71)6) 及び 
WAKILY 等 で ある 。 こ れ ら の うち 岩手 , Fee, MIE 船形 及び 那 類 の 諸 火 山 群 は 主 と 
し て 云 武 岩 一 基 性 容 山 岩 か ら 構 成 さ れ て いる の が 大 き な 特 徴 で ある 。 

上 記 火 山 に み ら れ る 去 武 岩 類 は 通常 多量 の 和 斜 長 右 と 少量 の 横 棋 石 , 単 斜 陣 石 , AKE 
BEDE EA (20~45%), その 石 基 構成 鉄 物 や 総 化学 組 成 か ら 検 討 し て も る も ソ レー アテ 
イィ トマ グマ の 品 出 分 化 作 用 の 進ん だ 中 期 を 示す も の が 圧倒 的 に 多い 。 し か し な が ら SiQ,, 
Na,O 及び K,O に 逐 し じ く , CaO と MgO に 富 な マグ マ の 分 化 の 進ん で いな い 早期 を 
代表 する 玄武 岩 も 少量 認め られ , 現在 まで の と ころ 船形 火山 群 か ら 発 見 され な た 。 


3. 早期 玄武 沼 の 構成 鉱物 


船形 火山 群 の 南東 に 位 す る 黒 算出 一 泉ヶ岳 山 角 一 幕 に 分 布 す る 去 武 岩 の 最も 大 き な 特 
ULE DAVY URRBREGRE SA CWSI LECH So UV AVY YRARERIE ソレ ー ア イト マグ 
YO ma HEDEA TAO ART KU BCLS, SEC 世界 各地 か ら 
FERRE ( OMEGA ASN COS し か し な が ら 早 期 玄武 岩 か ら 発見 され た の は これ が が 
初め て の 様 で あぁ る 。 

この 地域 の 玄武 岩 は 玲 品 と し て (1) AR, Hire, 古 銅 輝石 及び ビジ オォ オン 交 石 と 
(2) AR, Sia, AME, CV SY EG RURAL SE 20049 4 7K 
され る 。 MEDBEEMAM PICA MILED CHUL COS BEMAHERD 産 状 が 
や ゝ 異な つて いる 。 WMeCBAURRORTHIUBOKRECHS O, BERBER 
び 同 山北 部 の も の で ある 。 次 に 両者 の 頭 微 鏡 下 の 観察 に つい て 記述 す So 

黒 鼻 山頂 及び 泉 ケ 岳山 栖 率 武 比較 的 斑 唱 に 逐 し く , 右 基 は 粗 粒 完 上 品質 , intergra- 
nular texture を 示す 。 黒 鼻 山 頂 産 の も の は 微量 の 礼 公 ガ ラス を 伴 な つて いる 。 

夷 品 斜 長 石 は 2mm 以下 の 柱状 一 長 柱 状 自 形 を 呈し , すべ て RAMMerELTW4So 
累 帯 構造 は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い が , 外縁 部 に 於 て や > 著しい も の が あり, 連続 的 に 石 基 
組成 の 余 長 石 に 移 化 する 。 反 栓 団 帯 は 示し て いな い 。 一 般 に 包 有 有 物 は 認め られ ず 非 常に 
清澄 で あぁ る が , ご くく 少量 の 鹿 状 物質 を 含む も の も ある 。 石 基 倖 長 右 は 短冊 状 を 呈し , BK 
帯 構造 は 最 外 縁 部 に 於 て の みや * ゝ BLWo 

PME Als 2mm 以下 の 半 自 形 ~ 他 形 , Bel TMB RRC LOT Baa 
まれ て いる 。 PBR A YT AIEL, 小型 結晶 で は 完全 に 変質 し て いる も の も 
ある 。 泉ヶ岳 山 驚 産 の も の は 完全 に 緑 泥 石化 し て いる 。 ピコ タイ ト 包 有 4 物 は 全く 存在 し 


1) Kawano, Y., Yagi, K. and Aoki, K., Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. 
III, 7,.1961 (印刷 中 )・ 

2) jmaEPZe4L, Gk, 26, 259~275, 1939. 

3) 河野 義 礼 ・ 青 木 議 一郎 , 火山 , 4, 61~76, 1959. 

4) VSG, 2k, 44, 68, 1960. 

5) 河野 義 礼 ・ 青 木 譜 一 郎 , BGK, 43, 275~281, 1959. 

6) HELE, 東北 大 岩 鉱 修士 論 文 ) 1958. 
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ls WI UPL RY BUBB FO 
ef ee ae ee ee 
Be 鼻 由 頂 泉 a 
| BE fa A 基 EE aa 
ESS Ymax=1.586 Ymax=1.577 Ymax=1.587 
4 | amin =1.569 amin=1.560 amin= 1.567 
7 Ad 98~81 An 77-61 An 94—77 
i | amin=1.671 Bz 質 
#2 | Ymax=1.712 —_ 
ae PEs 1S221 
十 amin=1.676 
aq | y =1.686—1.693 
we | 2V,,=79°-71° oa 
A | Fs 19-25 Wo9.6 Enge.o FS24.4* 
. w2=8==1.683—1.685 B=1.685 —1.696 
: 2Vy =10°-0° 2Vy=0° —20° 
* «| (010) 81 (010) 
yg | cAZ=39° 40° cAZ=41°-42° 
as Wo, Engs Fsog Wy Engs Fs26— Woio.¢ Engi FS2g.3* 
sie Woo, En 8 Fs31 ae 
a B=1-698 1.737 al 
鉄 通 QVy=39°—46° Clk 
seas cAZ=43° tr phe 
¥ Se as Yu 
a WosaEngoFs2s — 
a —Wo,;,En,3Fs;5 
そ 
の 
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* 化学 分 析 か ら 算 出 

て いな い 。s 

PEM HPA tes 2mm 以下 の 柱状 自 形 半 自 形 を な し , FERKHVSEMERT o 
SPARED BAO, 外線 部 に 於 て や ゝ 著しい も の が ある 。 時 々 (100) に 
Wit Calli Maia ( 透 交 石 或 は サー ライ ィ イト) の 細い exsolution lamellae が 存 
在 す る 。 黒 鼻 山 頂 の も の は 全て , RTHUMROLOUE UVAV BBL EAMES HK 
し , 常に 後者 が 外側 に あり , 前 者 を 完全 に 取 囲 ん で いる こと も ある 。 両者 の 境界 は 非常 
に 不 規則 で ある 。 時 々 古 銅 輝 石 の 内 部 に も ビジ オン 交 石 の パッ チ (A EELS) 
が み ら れ , Miah ESCA YAY RIERA DD, 中 心 部 に 僅か 古 鉛 輝石 が 残 つ て い 

る も の も ある 。 UEVAY BA LITRE RL CORY HARGIS ICO Y HY 
TRG BOHRVS LO CHAVA FEN TWH 

Bee YAY PRLS 2mm 以下 の 長 柱状 ~ 柱 状 自 形 で ある が , 短 柱 状 結晶 も ある 。 
性 面 の 発達 は 良好 で ある が , 端面 の 発達 は 不良 で あり , 明暗 な 面 は 認め られ な い 。 屋 々 
(100) を 接合 面 と する 双 上 品 を な し , REMMERTIOIS Wo 累 帯 構造 は 外縁 部 に 於 
て 閉 し く 発 達し , 石 基 組成 の で ジオ ン 交 石 へ 移 化 し , 更に 不運 続 的 に 普通 煙 石 一 鉄 普通 
FRAN LAL TW So RT ELLER ICIS SRO VAY OADSASZGR 


a aes Sy 


玄武 岩 の 構成 鉄 物 と その 光学 前 性 質 


i 出 ea 黒 鼻 WHR U st 部 
A 基 bE TE A 基 
Ymax= 1.575 Ymax=1.588 Ymax=1.576 
amin=1.557 amin=1.568 amin =1.562 
An 73—55 An 96 —75 An 75—65 
B=1.691 —1.702 
Fa 19—24 
y=1.684 —1.694 
Fs 18-25 
Bmin =1.684 a==8=1.683—1.686 B=1.688 —1.697 
2Vy=0° —20° 2Vy=15° —0° 2Vy=0° —22° 
BL (010) a | (010) B | (010) 
cA Z=42° cAZ=41° —42° CNZ=42% 
Wo En; 7 Fs35- 
Woy,Fn,,Fs.. — Wo, Engs Fs27 AR W091 En 47 F S39 mer 
Bmax=1.716 mm | | B=1.685 —1.695 ji] B=1.691 —1.712 a 
2Vy=38°-44° = 連 | 2Vy=51°—44° &i| 2Vy=—40° —46° ke 
CAZ=43° || ~ cAZ=43° ) cAZ=43° ie 
Wo3 Engg S39 << | Wo,,EnysFsi> 帯 一 WoggEnyggFSo9 Ee 
| -WossEn4oF's22 -Wog¢EnggFs35 <— 
TINA} 237 4 Fr グリ ズバ ライ 
鉄 鉄 — GR I 
集合 塊 が 認め ちら れる 。 


右 基 で ジオ ン 交 石 は 柱状 一 長 柱 状 自 形 を 示し , 長 さ は 0.5mm 以下 で あり , Bein tle 
様 に 端面 の 発達 が 不良 で ある 。 Hx subophitic form を な す も の も ある 。 RH alr 
極め て 良く 発達 し , 常に 外縁 部 に 於 て 急激 に 普通 輝石 に 移 化 し (光学 的 に は 連続 ), 更に 
鉄 普通 輝石 へ 黒 帯 し て いる 。 Rls VU TVR ED や > 複 屈 折 が 高く , 消 光 角 
で 人 Z る 僅か に 大 きい の で 両者 の 境界 は 明 瞭 で あり , LAAMHE RWS So EMCE 
る 。 し か し 両者 の 間 に は 勿論 ベッ TRARY SNA Bx (100) LOMMERL, 反 
和 覆し て いる も の も ある 。 

石 基 普 通 煙 石 一 鉄 普通 輝石 は で ジオ ン 交 石 の 外側 に 団 幕 し た 結 品 か 或いは 0.1mm 以 
下 の 自 形 小結 品 と し て 存在 し , CV AVA LORE 1:3 で ある 。 

石 基 磁 鉄 鉄 は 0.3mm 以下 の 八 面 体 又 は これ に 近い 藤 品 と し て , チタ ン 鉄 鉄 は 不 規 則 
板 状 結語 と し て 存在 て いる 。 クリ スト バル 石 と アノ ー ソ クレ ー ズ ス ( 黒 算 山頂 玄武 岩 の 
A) は 他 伏 物 の 問 際 を うめ る 最 別 期 品 出 鉱物 と し て 僅か に 認め られ る so 

SRNR RUUMERE 黒 鼻 山 西 角 及び 北部 の 玄武 岩 は 上 記 の も の に 非常 に 良く 
AL TW SBD CHEER IC OW TIX Bo 
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PEGs Rit Imm 以下 の 柱状 自 形 を な し , ROU YAY RARRBAK Lote 
まれ て いる 。 BRUV AY HG LT as BT LOMMUMM5NSO 

石 基 で ジオ ォ オン 夢 石 は 0.1mm 以下 の 尊 状 結晶 で あり , RP RED IEIS -P > BL, 
肝 々 外縁 部 に 於 て 急激 に 普通 交 石 へ 累 幕 する こと が ある 。 

PEG Als 2mm 以下 の 短 杜 状 自 形 を な し , 累 帯 構造 は 殆 ん ど 示 し て いな い が , 
時々 ビジ オン 交 石 の 薄い マン トル に よっ つ て 包ま れ て いる こ と が あぁ る 。 BX (100) LOR 
卓 を な し て いる 。 石 基 普通 輝石 は 0.1mm 以下 の 尊 状 結晶 で あり , ae 
ょ りや > ゝ ^ 大型 で ある る 。 し か し その 量 は 後者 より も 少な い 。 FP RREILINREBICH CH 
られ , CY AVENEL TOSEDD HS 

以上 述べ た 支 武 岩 の 構 成 鉄 物 と その 光学 的 性 質 を 第 1 表 に モー ド を 第 2 表 に 示し た 。 


4. 早期 玄武 沼 の 化学 組成 
船形 火山 群 早 算出 一 泉ヶ岳 山麓 一 帯 の KB OLMIS 2 表 に 示し た 。 これ ら の 


第 2 表 船形 火山 群 黒 鼻 山 一 泉ヶ岳 山 苑 一帯 の 玄武 岩 の 化学 組成 と モー ド 組 成 


1 2 3 4 
SiO, S067) NC 49.56 50.12 
TiO, 0.58 1.07 0.72 1.00 
Al,O, 16.24 16.52 17.88 17.06 
Fe,O, 2.73 2.93 2.82 2.50 
FeO 8.59 8.36 7.54 7.81 
MnO 0.11 0.09 0.16 0.11 
MgO 7.13 6.42 7.03 6.61 
CaO 11.17 10.81 10.92 10.63 
Na,O 1.46 1.65 1.50 1.61 
K,O 0.21 0.20 0.22 0.18 
H,O+ 0.73 0.82 1.16 1.57 
H,O- 0.36 0.62 0.86 1.00 
PO; 0.04 0.10 0.06 0.08 
Total 99.72 | 99.96 100.43 100.28 
HE fa * 
4 £ pa 7.8 12.8 19.2 21.9 
fil ie s 0.6 0.6 3.3 1.9 
oT ae wees 1.0 0.5 1.0 0.6 
UY a eR Dass 2A 0.0 es 
普 通 Wik AA — — 2.2 
AA 基 
EN 長 石 52.0 
LA ep ry 21.4 | | 
a pee ere 7.3 83.8 74.6 74.3 
ei Gh aa i { 
クリ スト バル 石 十 福 色 ガ 4.3 
7 
* Vol. % 分 析 者 青木 謙一 郎 
1. tA: HM CU TVR, BA. 
2. Ta - HEA - Pe RE ee Ay 
3. Reva HG Ee - PACA - BIE ERS, 黒 鼻 山 の 北 部 . 
4. EARNICE WOE et GRE, LSS. 


i Es We 


TR 59 


玄武 岩 は 最近 化学 分 析 の 行なわ れ な た 東北 地方 那 名 火山 帯 火 山 岩 約 130 個 の う も 最も 塩基 
性 で あぁ り , SiO。, Naso RU K20 に 愛し く , CaO と MgO に 富み , 特に KO rw 
し い の が 特徴 で あり , 典型 的 な ソレ ー ア イィ トマ グマ の 分 化 の 早期 を 示す 。 この 様 な 化学 
組成 の 玄武 岩 類 は 本 邦 に 於 て は 伊豆 地方 に 存在 する の み で ある 。 

WAST VOLO RES 表わす 方法 と し て 種々 の 計算 洗 や 図示 法 が が 行なわ れ て い 
る 。 これら の 去 武 岩 類 を 2, 3 の 代表 的 な 方 法 に つい て 計算 し て みる と , 久野 の Solidi- 
fication index) (MgO/MgO+ FeO + Fe,0,+Na,0+K,O) は 34~37, Sukheswala 
と Poldervaart の Differentiation index?) (7 V2 Q+Or+Ab) は 18-21, % 
Wager の Ab/Ab+An—Fet?+Mn/Fe+2+Mn+Mg 図 に 点 示 する と ESB a (Early 
stage basalt a) の 区 域 に 入り , いずれ る も 早期 玄武 岩 に な る 。 これ ら の こと か ら こ の 云 
武 岩 類 は 那須 火山 帯 北 帯 本 源 ソ レー アイ トマ グマ に 最も 近い 組成 の も の と 考え られ る 。 


5. 鉄 苦 土 鉱物 の 唱 出 順序 


船形 大 山 群 黒 鼻 山 一 泉ヶ岳 山 秀 一 帯 の 早期 玄武 岩 類 は いずれ る も Het L CAH EDO 
早期 を 代表 する Mg に 富む 鉄 苦 寺 鉄 物 を 含み , HOGRRWL UC 指 帯 構造 の 発達 し た 
早期 ~ 晩 期 を 示す 単 斜 煙 石 を 含ん で いる 。 HOCTHARMWO HIB, 上 品 出 経路 , 反応 
関係 等 を それ ら の 光学 性 質 か ら , か な りく わし く 推 定 す る こと が で きる 。 

黒 算 山 頂 及 び 泉 ヶ 岳 山 入 と BER 同 山 北部 の 玄武 岩 類 の 品 出 順 序 は 類似 し て 
いる が , 普通 輝石 の 上品 出 を 始め る 時 期 が 異な つて いる 。 前 者 に 於 て は BIE, DORA, 
BB AICHE CEU AYIRARRHL COSA, 後者 に 於 て は HitA, KA, OH 
Hie, Hamiia, CY ty ROI KK mH LTH So 

EXO IVC ASTEKUFEOD ERG ICA Clk HRD RIA EU AY AR HS SY OD 
ERA BHT 5% O LOMBAADSNS|AM 那 張 火山 帯 北 帯 の その 他 の 火山 の 詞 
REZ WALA ME KE BE Be, 八幡 平等 に 於 て は すべ 
Ci PEG DUC ERS HL) EY a HE Ac 先立つ も の は 


第 3 表 PEAMMO way 
MAKI URAL YY V7 14 PAR (CV AY RRA) 
Mg: Sibi AR Yo ER 
aa A 8 a a> IEE 


Mg SKE E> Ts SR oF VY PRE Yt VI 
aN > eG 
伊豆 ・ 箱 根 地 方 ピ ジ オ ン 交 石 質 岩 系 


1) 久野 A, 火山 及び 火山 岩 , 1954; Kuno, H., et al., Jap. Jour. Geol. 
Geogr., 28, 179~218, 1957. 
2) Sukheswala, R.N. and Poldervaart, Aa; Bull. Geol. Soc. Am., 69, 


1475~1494, 1958. 
| 3) Wager, L.R., Geochim. et Cosmochim. Acta, 9, 217~248, 1956. 
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無い 。 

船形 火山 群 及 びそ の 他 の 那 固 火山 帯 北 帯 ソレ ー ア イト 岩 系 の 有色 鉱物 の 卓上 出 順序 を ま 
と め る と 第 3 事 の 様 に な つて いる 。 久野 り に ょ つて 研究 され た 伊豆 ・ 箱 根 地方 ピ ジ オ ン 
輝石 質 岩 系 (ソレ ー ア イト 岩 系 ) の 鉄 苦 土 鉱 物 の 進化 を 比較 する た め に 示し た 。 な お 那須 
火山 帯 北 帯 に た 於 て 秋田 欧 ヶ 后 グレ ンコ ウツ 型 カ アル デラ 内 の PRADA LBRO AEA, 
灰 長石 に 次 いで 普通 灯 石 が 品 出し て いる 。 


6. BROKE 


黒 鼻 山 頂 及び 泉ヶ岳 山 蓄 玄武 岩 に 於 て は 先 づ Mg CBRE (Fai) が 品 出 し , 続 
WOT SLED BUI kD RABE (Fsig) を 生じ , その 組成 が Fs に 達し た 
RU YAY YEG (Woio.sEns1.1Fs2s.) RL CWS UY AY Als HE CMS 
BEI, Wo EnygFs31 の 組成 に 達し た 時 , その 品 出 を 終り , ONIKRO CHEB (W054 
En4oFsse) が 現われ , GUMS Ee CRAIN FY AV TRB BERG 
(Wog.Eni3F S55) に 達し て いる 。 HOCKEY AY HRA L MEAD 平行 唱 出 は 認め られ 
な い 。 一 方 黒 鼻 山 西 灸 及び 同 山 北部 の 玄武 岩 に 於 て は 標 構 石 , 古 鉛 交 石 に 続い て 透 輝 石 


eH RA (Wo』sEn』sFs12) Maal, EOI HSE YTV RICE LT 


る ? Die Ce y tv APIS LCOS, CY AY HG Wo yEn,, 
Bs3, OMIA CHa PiEL, 以後 普通 輝石 の みなみ となり , SEE (Wog,En2,Fs,5) 
に 達し て いる 。 こ れ ら の 交 石 の 唱 出 経路 を 図示 する と 第 1 図 A, B の 様 に な る 。 こ れ ら 
と 比較 し 検討 する た め に ABER CU TY ARLE?) の 構成 久 物 と その 光学 的 
性 損 を 第 4 表 に 示し , 輝石 の 品 出 経 路 を 第 1 図 C に 示し た 。 な お 那 因 火山 帯 北 帯 の ソレ 


第 4 表 荷 葉 岳 田 沢 沢 産 ピ ジ オ ン 交 石 安山岩 の 構成 鉄 物 と その 光学 的 性 質 


Et Ha A Zs モー ド vol. % 
RY Ymax= 1.582 Ymax=1.570 pe Gh 
Z| an 86-58 wan G4 42 a kG 164 
ES | 721.707 -1.715 Po eh oe 
fe | ov, —61°—57° x JR a 


fi < Qe 
ve Fs 35—43 


ジ | avy =0°— 102, 6 1 (010) 2Vy= 0° -15°, 8.1 (010) | A 其 80.6 
す Wo, En,;, Fs | WoyEn,) Fs3¢- 

“4 é z ae Wo17Eng3F'Sy3— RR 

ie B8=1.707—1.726 |Ge7s 

A B=1.695—1.699 2Vy=42° — 46° as 

NV = AO AL 続 帯 

i Wo,4) Eng, Fs Wien Pigg Eagar 

A 40 37 P23 Woss Engg Es 

| 磁 鉄 久 パー ガス 石 , クリ スト 

他 バラ マイト, 鉄鉱, PRA, 


1) Kuno, H., Bull. Volcano., Ser. II, 20, 37~76, 1959. 
2) 河野 義 礼 ・ 青 木 謙一 郎 , 前 出 , 1959. 
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ー ア イト 岩 系 火山 岩 中 に は 伊豆 ・ 逢 根 地方 ビジ オン 交 石 質 岩 系 りう Sy Lord he 
粒 玄 武 岩 々 床 中 の 粗 粒 玄 武 岩 ベ マダ マタ イト や グラ ノ フ ァ イア ー の segregation veinl2,3) 
SCARED SBR US > CY ty Hike PY > 普通 輝石 へ の 連続 累 英 や 
Subcalcic augite 或いは UY ty HRA EE CIES Ws 前 後 を 含む MAYER 
石 は 全く 発見 され て いな い 。 


第 1 図 BAO & Hh KB 


En Fs En Fs. 
C D 


A 黒 鼻 山 頂 及び 泉ヶ岳 山 父 玄武 岩 B 黒 鼻 山 西入 及び 同 山北 部 玄武 岩 
C MREARRZWA D 那須 火山 帯 北 帯 ソ レー アイ ト 岩 系 (点線 は 
両 輝 石 境界 線 を 示す ) 


第 1 図 A, BRU C に 示し た も の は 個々 の 去 武 岩 一 安山岩 マグ マ 中 の HG O ME 
路 で あり, 従 つ て 産品 は 比較 的 平衡 に 近い 状態 で 品 出 し た で あぁ ろう が , HIMES 7 
マ の 急冷 に よる 不平 衡 下 で 過 冷 却 の 状態 に て 生成 され た も の で あり , これ を も つて HG 
の 品 出 経路 と する こと は で き な い 。 し か し これ ら の 交 石 の 品 出 作用 か ら ソレ ー ア イト マ 
グマ の 分 別 作 用 の 初期 晩期 の 品 出 経路 を 考察 する こと は で きる 。 その 唱 出 経 路 を 示す 
と 第 1 図 D の 様 に な る 。 那須 火山 帯 北 帯 の その 他 の 火山 の ソレ ー ア イト 央 系 玄武 岩 一 変 
山 岩 中 の 交 石 も 第 1 図 D の 経路 を 辿っ て いる 。 

那須 火 山 帯 北 帯 ソ レー アイ トマ グマ 中 の 煙 石 の 品 出 経 路 は Poldervaart と Hess#) に 
ょ つて 示さ れ た ソレ ー ア イト マグ マ 中 の 交 石 及び Brown5) に < よ つ て 研究 され た Skaer- 


Kuno, H., Am. Min., 40, 70~93, 1955. 


Kuno, H. et al., Att, 1957. 

AABI—HR, Gk, 43, 135~140, 1959. 

Poldervaart, A. and Hess, H. H., Jour. Geol., 59, 472~489, 1951. 
Brown, G. M., Min. Mag., 31, 511~543, 1957. 


Ce Sie 
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gaard 貫入 岩 体 中 の 輝石 の 品 出 経路 に 非常 に 良く 似 て いる 。 ソレ ー ア イト マグ マ の 分 別 
(PAO RNC SG CASS, 中 期 に は 普通 輝石 と ot EEL 
いる が , 晩期 に は 鉄 普通 迷 石 の み の 品 出 と た なり, ビジ オン 畑 石 は 唱 出 し て いな い 。 この 
理由 に つい て Poldervaart と Hess) (3vU FV PRL VITOR LD CRIA 
RAS ERM CHALBAKo 一 方 Skaergaard 貫入 岩 体 と Beaver Bay OBKOD 
究 を 行なっ つた Muir23) は 次 の 様 に 説明 し た 。 早期 中 期 に 於 て は Di-Hd-En-Fs 系 
は 最低 融 点 を も つ 固 深 体 と 固 相 分 離 線 と が 交叉 し て いる , BOPADL 茶 融 系 を な し 
て いる の で Ca KZLW EL Ca CRO HG LOE THT SA, 分 別 作 用 が 進む に 
つれ て 両 区 域 境界 線 . (Cotectic boundary) は Di-Hd 線 側 へ 移動 し , Rica (Re 
点 と 園 相 分 離 線 の 頂上 と は 交叉 し な く な り , 固溶体 系 に 変る 。 この 点 に 於 て Ca KEL 
VEE is a He PD, 以後 は Ca に 富む 輝石 の 上品 出 の み と な る 。Brown4) る この 説 を 支 
持 し て いる が , 那 固 火山 帯 北 帯 ソ レー アイ トマ グマ 中 の 交 石 の 上 品 出 作用 る Muir の 説 に 
ょ よっ つて 合理 的 に 説明 する こと が で きる 。 即ち 早期 を 示す 黒 鼻 山 頂 玄 武 岩 に 於 て は BEE 
YA VBE CRO Leis 3:1 CHO, マグマ の 組成 は En・Fs 線 に 近い 所 (Wo1』) 
に ある が , 分 別 作 用 の 進ん だ 荷 葉 岳 安 山岸 に 於 て は その 比 ほ は 1<10 に な つて お り , その 
時 の マグ マ の 組成 は Di-Hd 線 に 近い 側 (Wogo) に あり , 両 区 域 境界 線 は 明らか に En- 
Fs 線 側 か ら Di-Hd RAN LBL CWS. BRULEE ROMEGOACH, 他 の 火 
WOVU—-74 PBARICR TOU LT YR L 普通 輝石 の 比 は 大 体 玄 武 岩 か ら 固 結 作 用 
OED RUB SICON THES ( ROTWBo 

TRAE) (Iwo pyroxene boundary) を 黒島 山 RUBGEEOD ) Od HET 
る と EnsoFsso-DisoHds。 で ある 。 Skaergaard MAB) で は EnyggF85o-DiggHdgg> 
Dillsburg 49) で は ほ さ ゞ Eng Fs¢,-Di;,Hd,; で あり “NBL S—BL TOAD, 
PAA O S OLIN GE EVE YAY PRD FAH RRBB 2S © > Grr 

FE FRM YTV RRR CULAR? に 依る と 第 1 表 に 示し た 如く , B 
HEA O ln HAS Th Sc Sec, 分 別 作用 が 進む に つれ て マグ ゲ マ の 組成 は Di・ 了 Hd epi 
か ら En.Fs 線 側 へ 進み , BANCO RDI REV AY RGA. 那須 
火山 惑 北 帯 ソレ ー ア イト 岩 系 の も の と は 異な つて いる が , 一 方 八丈 島 S) OBE ALE 
玄武 岩 及 び 粗 灯 玄 武 岩 ベ ダグ マタ イト 同 源 捕獲 岩 中 の 交 石 の 経路 は 那須 火山 帯 北 帯 ソレ ー 
アイ ト 肘 系 の も の と 同一 で あり , 伊豆 ・ 箱 根 地方 ソレ ー ア イト マグ マ の FRG PR 
上 記 の 様 に 2 つの タイ プ が ある ろ る 。 


シッ 


) Poldervaart, A. and Hess, 了 HI. 了 FH.,, Auf, 1951. 
) Muir, I.D., Min. Mag., 29, 690~714, 1951. 
3) Muir, I.D., Min. Mag., 30, 376~388, 1954. 
) Brown, G.M., 前 出 , 1957. 

5) GRR SFR LUE Le Yt y HI PFT AH ds BME AO MHA 
変る 境界 に 対し Hess (Am. Min., 26, 515~555, 573~579, 1941) ZED TH 
付け られ た が , HE (Jap. Jour. Geol. Geogr., 10, 67~83, 1932) は 両 区 域 境 
界 線 に 名 付け て いる 。 筆者 は こ ゝ で は Hess の 意 に 用 いた 。 

6) Hotz, P.E., Bull. Geol. Soc. Am 64, 675~704, 1953. 

7) Kuno, H., 前 出 , 1955. 

8) Isshiki, N., Jap. Jour.. Geol. Geogr., 29, 55~74, 1958. 
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Hess) (2YV—7 4 PVT TAS RMICHMT SPREE CHO, ASHE AS 
PR GC FEIT OC LUGE CHAZ LM TW SAM, Walker?) は Karroo WAKREO 
例 を 挙げ て これ に 反論 し て いる 。 結局 ソレ ー ア イド トマ グマ か ら 最初 に 品 出 する の は 普通 
輝石 の 場合 と 古 鉛 交 石 の 場合 の 両者 が あぁ る 。 前 者 の 例 と し て 伊豆 ・ 箱 根 , Hawaii, 
Stillwater, Dillsburg, Skaergaard3) 等 で あり , 後者 の 例 と し て 那須 火山 帯 北 帯 , 
Tasmania, Karroo, Whin, 八丈 島 同 源 捕獲 岩 等 が 挙げ られ る 。 ソレ ー ア イト マグ マ 
か ら 普 通 輝 石 と 古 鉛 輝石 の いずれ が 先 に 品 出 する か に つい て の 明確 な 解 可 は 与え られ て 
いな い が , 次 の 様 な こと が 考え られ る 。 (1) 十 鉛 輝石 が 先 に 上 品 出 する マグ マ は その 組成 
が 両 区域 境 界 線 より も En-Fs 線 側 に あぁ る, この 場合 は 当然 で ある 。 (2) MACE 
て 灰 長 石 が 上 唱 出 する 場合 に は マグ マ 中 の Ca が 取 去 られ , マグ マ の 組成 が 最初 は 両 区 域 
境界 線 よ り も Di-Hd 線 側 に あぁ つた と し て る も , 交 石 が 上 品 出 する 時 期 に は 両 区 域 境界 線 よ 
り る も En-Fs 線 側 に 移動 する 。 つ まり 灰 長 石 の 分 別 作用 の 程度 に 支配 され る 。 ARG 
PMB LY DICT ATT VIR Cds CT 灰 長石 ~ 亜 灰 長 石 が 品 
出す る も の が 多い 。 (3) 古 銅 煙 石 が 先 に 上 品 出 する マグ マ は 普通 輝石 が 先 に 品 出す る も の 
ょ り る も SiO, が 高い 様 で ある 。 HOCTHREAORHMMED<(, これ と マグ マ の 反応 に 
EDR. ERG AERMT SZ. LAL この 問題 や 晩期 に お ける REO RHEKOMEIC 
つい て は 更に くわ し い 研 究 が 必要 で ある 。 


7. 他 地 域 ソ レー アイ ト と の 比較 


我々 が マグ マ の 分 化 を 考察 する 場合 , 先 づ 問題 に な る の は 本 源 マグ マ の 化学 組成 で あ 
Bo 本 邦 第 4 紀 火 山 に た 於 て ソレ ー ア イィ イト 岩 系 火山 岩 類 は 千島 , WR BED SK 
分 布 し , 近年 非常 に な くわしい 岩石 学 的 研究 が な され て いる 。 し か し この 岩 系 の 本 源 マ グ 
マ の 化学 組成 を 代表 する 分 化 の 早期 を 示す 去 武 岩 類 は 伊豆 ・ 箱 根 地方 に 認め ちら れ た に 和 記 
ぎ ず , その 他 か ら は 発見 され て いな か つた 。 従 つ て 船形 火山 群 か ら 見 出さ れ た こと は 音 
石 学 的 考察 を 行なう の に 非常 に た 大きな 意義 を 持つ て いる 。 

5 表 に 世界 の 著名 な 地域 の ソレ ー ア イト 及び Green と Poldervaart®) に よっ つて 求 
め ら れ た 世界 平均 ソレ ー ア イト を 示し た 。 た ご ゞ し 船形 火山 群 黒 鼻 山 頂 の 玄武 岩 は 無 班 品 
で は な く , すでに 僅か に 分 化し , 標 村 石 の 一 部 が 取 去 られ て いる の で 本 源 マ グマ は これ 
ょ り も や > ゝ MgO が 多く , total FeO が 少な い 。 し か し この 点 を 老 慮 に 入れ る と , これ 
を る も つて 本 源 マ グマ の 化学 組成 を 代表 し て いる と 考え て も 差し つか えな い 。 この 表 か ら 
朋 ら か な 様 に 那 人 火 山 帯 北 帯 の 本 源 マ グマ は 典型 的 な ソレ ー ア イト で あり , 伊豆 ・ 箱 根 
地方 の も の と 最も 良く 似 て いる が , これ より も や > CaO が 少な く Na,O が 多い 。 又 大 
陸地 域 。 ハワイ 及び 世界 平均 ツレ ー ア イト と 比較 し て る も 本 質 的 な 相 異 は 認め られ な い が , 
Na,O と K,O, 特に K,0 の 非常 に 少な い の が 非常 に 大 き な 特 徴 で ある 。 


1) Hess, H.H., 前 出 , 1941. 

2) Walker, F., Am. Jour. Sci., 241, 517~520, 1943. 

3) Skaergaard BAA(RICOW TAMIL Y V-7 4 WPA RMGN GOMES 5 商学 ミナ 
武 岩 系 と し て いる . 


‘ 4) Green, J. and Poldervaart, A., Geochim. et Cosmochim. Acta, Ie, 
| 177~188, 1955. 
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第 5 表 マソ レー アイ ィ イト の 化学 組成 
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豆 ・ 箱 根 地 方 本 源 マ グ マリ 
日 本 及び その 近傍 の 本 源 マ グマ) 
ハワイ 講 島 本 源 マ グマ 

カル ーー 平均 粗 煽 玄武 岩 

ペリ セー ド 平 均 和 急冷 玄武 岩 3 
JAVAT EBABERE” 
世界 平均 ソレ ー ア ィ イト") 


a 


FRU ALR YY V7 4b RISB HED 中 期 に 鉄 が 濃 集 し , Karroo ¥aret 
#*) (Elephant’s Head と New Amalfi の も の を 除く ) や 千島 火山 帯 ソ レー アイ ト 輩 
系 9) の 分 化 経路 と 一 致し て いる が , 富士 火山 帯 伊豆 ・ 籍 根 地方 の も の ょ り は ROW 
や ・ ゝ 劣 つ て いる 。 こ の 点 に つい て 先 づ 花 賠 岩 質 岩 類 叉 は 堆積 岩 類 の 混成 作用 が 閥 え られ 
る 。 し か し 筆者 は 混成 作用 の 影 絡 と は 考え て いな い 。 確か に 那須 火山 帯 北 帯 に は 混成 作 


用 を 伴 な つた ソレ ー ア イト 岩 系 も 存在 し て いる が , これ は 噴出 時 期 が 限ら れ , 化学 組成 


が か な り 異 な つて いる 9 の 。 殆 ん どの ソレ ー ア イィ イト 眠 系 は 混成 作用 を 行 な つ て いな いし 
若 し あぁ あつ た と し て る も 僅か で 分 化 経路 に は 影 絡 し て いな い 。 その 理由 と し て 鏡 下 に 於 て 皇 


獲 結 唱 


! や 同化 作用 の 痕跡 が 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い , 温 成 作用 に ょ っ て 当然 増加 すべ き 箸 で 


ある KK20O の 増加 が 全く 認め らち られ な い , BGA PCL TRY, 混成 作用 に よ 


tS = 


ie) 


) 
) 
) 
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1949. 
5) 
6) 
7) 
185, 
8) 
9) 


久野 A, 前 出 , 168, 1954. 

Kuno, H., Jour. Petrology, 1, 141, 1960. 
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Walker, F. and Poldervaart, A., Bull. Geol. Soc. Am., 60, 591~706, 


Hotz, P.E., 前 出 ) 64, 692, 1953. 
Edwards, A.B., Jour. Geol., 50, 465, 1942. 


Green, J. and Poldervaart, A. Geochim. et Cosmochim. Acta, 27; 
1955. 


騰 井 義雄 , 北海 道 地 質 要 報 , 38, 27~47, 1959. 
Kawano, Y., Yagi, K. and Aoki, K,, AOtH, 1961. 
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つて 最も 影響 を 受け る の は マグ マ 中 の SiO, OHMCHY, その 結果 , Peacock の アル 
カリ 一 石 氷 指数 は 高く な る 答 で ある , し か し 伊豆 ・ 箱 根 地方 の も の は 66.0, FAI Lae 
北 帯 の も の は 64.0 で あり , 前 者 より る も 低い 。 筆 者 が 研究 し , M 文献 か ら 調 べた 限り , 
混成 作用 の 影響 を 受け た 岩 系 は , それ を 受け な い 岩 系 > つま り 本 源 マ グマ の 唱 出 分 化 作 
用 に よ ょ つて 生じ た 岩 系 より る も 例外 な く ア ルカ リー 石灰 指数 が 高い か 又は 同じ で あり , 低 
Tie EE EVR 

那須 火山 帯 北 帯 と 伊豆 ・ 箱 根 地 方 ソレ ー ア イト 円 系 の 分 化 の 中 期 に お ける 鉄 の 濃 集 の 
差 は 本 源 マ グマ の 化学 組成 の 僅か の 差 及 び マ グマ か ら 早期 に 品 出 する 斜 長石 及び FER 
物 の 分 別 卓 出 の 程度 に 帰 因 する 。 既に 述べ た 様 に 前 者 は 後者 に 比 し , CaO が 少な く , 
Na。0 が 多い 。 RHSRCRLCM BERWO 唱 出 順序 が 異な つて いる 。 前 者 は マグ 
マ の 分 化 の 早期 に 灰 長 石 の 分 別 語 出 が 著しく , BERWICK CS HEAD 普通 輝石 に 
SLO CHL, し か も 有色 鉄 物 の 分 別 品 出 が 余り 著しく な か つた の で 後者 に お ける 程 , 
中 期 の 鉄 の 濃 集 が 行なわ れ な か つた 。 な お 那須 大 山 帯 北 帯 ソレ ー ア イト マグ マ か ら の 磁 
REO mae LO DEN. 中期 の 基 性 安山岩 質 マ グマ か ら で あ り , 中 期 の 鉄 の 
濃 集 の 度合 に は 直接 影響 を も た らし て いな い ese 
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PUY LAU Se OS Be Bee 


On the augite phenocryst in alkali basalts from 
the Abu district 


応 地 «= E (Yoshio Oji)* 


Abstract: Two phenocrystic augites in trachybasalts from the Abu 
district, Yamaguchi prefecture are microscopically and chemically in- 
vestigated. Asa result, it is found that augite from Horikoshi is diopsidic 
augite expressed by chemical formula 

(Cao.97Nap.o2)0.89(Fe”o.11Fe””o.o6M8o. 99 Tip.otAlo.oz) 1.10 (Sia.92A1p.08) 2.000 6.00 
and that augite from Kunigatoge is titanaugite by chemical formula 
(Cao.g5Nao.93) 0.88(Fe”o.12Fe”’o.0sM8o.77Tip.o3Ao.08) 1.08 (Siz.s3Alo.17) 2.00.00 

In the evolution of the clinopyroxene in trachybasalt from this district, 
the composition of the former augite represents the earliest stage, while the 
later represents the latest one, so the crystallization trend of clinopyroxene 
of this district can beassumed paralleltothe Di-Hd line within the field of 
augite-salite as stated by Wilkinson. 


Ly fs 


普通 輝石 は アル カリ 岩 系 玄武 岩 類 を 構成 する 主要 な 人 造 岩 鉱物 で ある が , 西山 陰 及び 北 


九州 地域 の 粗 面 玄武 岩 類 中 の 普通 輝石 の 化学 組成 の 記載 は 極め て 少 い 。 西山 陰 地 域 の 


> 


れ ら の 岩 類 中 に , 普通 輝石 は 斑 品 及び 石 其 と し て 含ま れ て いる が , 極め て 小さ い 。 し か 
し , MRM”) の 粗 面 玄武 岩 類 の 夷 唱 と し て 産 す る も の ゝ うち , 可 成り 大 きく , 簡単 に 


分 離 し うる も の が ある の で , その 光学 的 , 化学 的 性 質 を 検討 し た 。 こ ゝ に, その 結 
記述 する 。 


を 


この 実験 は 東北 大 学 岩 鉱 数 室 で 行 つ た 。 叉 , 試料 の 採取 及び 分 離 に 協力 を えた 石橋 


ARAMA ICARE RT So 
2. 産 状 と 光学 的 性 質 


化学 分 析 を 行 つ た 普通 輝 石 は 2 個 で ある 。 そ れ ら の 産 状 と 光学 的 性 賀 に つい て 述べ る 。 
(1) 堀越 産 : 阿武 郡 福 賀 村 堀 越 附 近 及 び 権 現 山 に 分 布 する 粗 面 玄武 岩 中 の 斑 品 と で 


PEF So 本 岩 は 黒色 多孔 質 , HRELT TA DIZ a CHER D YN, 石英 捕獲 結晶 
CEA CWHo Hite, GEG AXS 3mm 以下 の 自 形 を 呈し , 多 色 


性 は 示さ な い 。 (100) MARU RPHERBMD SSM, BCR. 殆ど 変質 を し 


* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 
1) 応 地 癌 雄 , SK, 44, 129~141, 1960. 


め 


mor 


研 報 x 


第 1 表 DAS NAME STROM KMM 


Nos 1 2 
SiO, 52.02 50.82 
TiO, 1.67 1.29 
AIO; 16.31 17.57 
Fe, Oz 2.01 1.34 
FeO 6.24 6.94 
MnO 0.14 0.09 
MgO 6.74 4.97 
CaO 8.17 9.22 
Na,O 4,27 3.98 
K,O 1.44 1.67 
P.O; 0.67 0.75 
H,O+ 0.69 0.86 

20 - 0.23 0.34 

Total 100.60 99.83 


l. AMARTH, 77 RRA 


玄武 岩 , 


2. RAF IV RAR AMMA, Ee 
分 析 者 


堀越 


alr 


Tis Hb 


GA WMRMR MKS Opa 
石 の 化学 組成 と 光学 的 性 質 


Wt. % | Atomic rafio 
ae ee 1 | 2 
} 
SiO, |52.30| 49.68| Si |1.92 1.83 
TiO, | 0.51| 1.04] Al 0:08} 2.00lo jz 0 
Al,O,| 2-29] 5.72) Al O02 0.08 
Fe,O,| 2.19! 3.07 Ti {0.01 0.03 
FeO | 3.73, 4.04 Fe” |0.06| 1 1910-08 1 og 
MnO | 0.15} 0.09] Fe” |0.11/ °° |0.12( °° 
MgO | 16.35| 13.94 Mn = = 
CaO | 22.06) 21.44] Mg |0.90 0.77 
Na,O| 0.30| 0.80| Ca |0.87 0.85 
K,0 | 0.03; 0.13| Na oon} 0.8919 93} wee 
H,O+| 0.12) 0.15] K = | 
H,O—| 0.54} 0.53} O 186.00 6.00 
Total 100.57100.64 
1 2 

amin 1.677 1.681 
prange | 1.684~1.691 1.691~1.703 
ymax 1.713 1.718 
2Vy, 58°~ 54° 61°~54° 
cAZ 44° Si 
多 色 性 

a = 微 黄 神 色 ~ 淡 褐色 

Z’ (SER i Es ~ DB ek ES, 

1. 堀越 2. 7K ATA, ISHIERE 


第 1 図 
Ea] 7 (he PEC D 3a ir Ae 


ES) 


し て いな い が , 僅か に Mag- 
ma と 反応 し て , 貝 喰 状 に 結 
卓 内 部 が 侵さ れ て いる も の が 
認め られ る 。 LM, 一 般 に 包 裏 
物 は 少な い 。 こ の 普通 交 石 は 
石 基 鉱物 と し て は 現 出 し て い 
Zoo BaeORmMte LT, = 
DREAD VED NZ, PERG Ze 
BEVEL LOT KRRED, 
> HPPROEWOS 7 v BEG 
を 含ん で いる が , これ は 大 き 
さき 0.8mm 以下 で LECH 
Sok, AROMA (Fa 
1S~18) 3FEN TWH A 
HILAR A (An55~48), 7 
ノ ソ クレ ー ス , iG (Fa 
26~32) FIV IRA (B= 
1.687~1.705, 2Vy=55°~ 
52°) BEGG, FI v GG, 
PURARU BEA 7 Ads b te 
Bo XL, Plc HME (Fs 
15) FHEMRICAT SM, = 
れ は 単品 と し て 産 せ ず , BE 
石 及び 普通 輝 石 に 包囲 され て 
いる 。 こ の 産 状 か ら , BS 
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又は 交 石 団塊 か ら の 捕獲 結晶 で あろ うと 思わ れる 。 石英 及び SRAREM DS ENT 
いる 。 第 エ 表 No.1 に 母 岩 の 化学 組成 を 示し た 。 

(2) 国 ヶ 峠 産 : 阿武 郡 小川 町 国 ヶ 峠 附近 に 人 台地 を 形成 し て , 粗 面 安山岩 が 分 布 し て い 
る 。 こ の 岩石 は 灰 黒 色 統 密 , 流 理 構造 が いち じ る し く , FRARU 角 関 石 斑 品 が 認め られ 
So (OWMMIAS & 1.5mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 を 呈し , (100) MRR HES 
顕著 で ある 。 一 般 に 微 憎 な 多 色 性 を 示す が , ある も の は 第 1 図 に 示す 様 に , 結晶 内 部 で , 
神 緑 色 へ 緑色 , 多 色 の いち じ る し い 部 分 が み ら れ る 。 CNRS. SRK LEMS CHS 
ろう と 思わ れる 。 BeOS, この ほか 角 了 関 石 と チタ ン 磁 鉄 鉄 が み ら れ る 。 角 際 石 は 
殆 ん ど オ パサ イト 反応 縁 を の こす の み で ある 。 BHLARA (An55~44) アノ ソック レー 
A, WSR, BOCA, PRG (6=1.699~1.707, 2Vy=57°~51°) BRR, チタ 
VRE, REE, WIRE DSi So BBO(G RMI 1s, No.2 に 示し た 。 

PR U Eel 77 RE EE DSO ERA 2 表 に 示し た 。 この 表 に 見 る 如く , 前 者 
は 屈折 率 や ゝ 低く , 多 色 性 を 示さ な いこ と で 後者 と こと な つて いる 。 後者 は 前 述 の 様 に 
礼 緑色 の いち じ る しい 多 色 性 を 示す 部 分 を ふく ん で いる こと が 特徴 的 で , これ は 阿武 地 
区 粗 面 玄 武 岩 の 次 品 輝 石 と し て し ば し ば 認め られ る 。 


3. 46 fA RK 


分 析 に 用 いた 普通 輝石 2 個 は いずれ る も, M48 メッ シュ に くだ か れ た 母 岩 か ら 手 選 に 
kOTHORRS Nieto CH 120~150 2Xy Ya CHPRHEL, SE 
パレ ー タ ー を 用 いて 不純 物 を 除去 し た 。 FH 2 表 に それ ら の 化学 組成 を 示し た 。 COR 
に よれ ば ぱ , 堀越 産 及び B77 ORM MAO RMIc TiO。, ALO。, Fe,0,+FeO, 
MgO, Na,O な ど に 可 成 り い もち じ る し い 差 異 が 認め られ る 。 

RABAT A 6 BH Le COOTER A DILLER ERT o 

堀越 産 

(Cao. s7Napo.02) 0.89 (Fe”o.11Fe’’’o.06Mo. 99 Tip. o1Alo.o2) 1.10 (Siz. 9210.08) 2.000 6-00 

国 ヶ 幅 産 

(Cao.g5Nao.93) 0.88 (Feo 12Fe "0.08Mgo.77 Tio.03Alo 08) 1.08 (Si1.93Alo.17) 2.0006.00 
これ ら は Hess) に よ ょ つて 与え えら れ た 交 石 の 一 般 式 
Wi CE Y)14pZa05 

{AL W=Cat®, Natl, K+, X=—Mgt®, Fet®, Mn+?, Nit2, Y=AI+3, Fet3, 

Ori Si A Tt RI 


4. 本 邦 及 び 近 縁 地域 アル カリ 洛中 の 凛 石 と の 比較 


第 3 表 は 本 邦 及 び 近 緑地 域 の アル ヵ リ 岩 中 の 輝石 の 化学 組成 と 光学 的 性 質 を 未 し て い 
So これら と 本 地区 の 畑 石 を 比較 すれ ば , 堀越 産 普 通 輝 石 は TiO。, Al,O,, Fe0+Fe,0, 
こ 逐 し く , SiO。, CaO RU MgO に と み , 西 岳 産 の も の に 類似 する 。 光学 的 性 質 る 殆ど 
全く これ と 一 致し て いる 。 いずれ る も 衣 輝 石 分 子 を 多く 含み , WRG RYERIL. 
Woas Enas Fs と し て 表示 され る 。 一 方 , 国 ヶ 幅 産 の も の は これ ら に 比較 し て , TiO。, 


1) Hess, H. H., Am. Min., 34, 621~666, 1949. 
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A A NE ER ee ee 
Nos. 1 2 3 4 5 6 7 
SiO, |- 51.66 48.11. 49.71 Sévee 49.19 48.90 46.76 
TiO, 0.33 1.14 0.75 1.05 0.91 2.83 2.96 
BOsO4 | 4.08 7:28-< (8.08 (6 421, 3,30. «8.20 6.26 
Fe,0,| 2.73 3.13 2.56 wS.ef 3.68 2:16 1.45 
FeO 3.10 4.86 610° | rei 4. 5B: 7.86" 8.08 
MnO = 0.11 Bs 0.20 0.17 0.05 0.16 
MgO | 17.48 14.04 14.18 11.12, 14.27 18.24 1207 
CaO | 20.85 20.46 17.07 20.73 22.02 21.72 20.34 
Na,O| 0.21 0.66— G75 6.56 "0,48 Og 
K,0 tr. a 016 0.05 0.92 0.98 
H,0+ ere oe. oe = = 

FO 0.11 = Ue 0.61 0.22 0.89 
Total) 100.69 100.24 98.42 100.11 100.48 100.77 100.52 
分 析 者 Kis BA 地 調 原 ロ 河野 八木 八木 

CME 43:52:5 44.5:42.5:13 41:41:18 49:37:14 48:44:8 46:30:16 45:38:17 

@ | @=1.6859 8=1.700 B=1.685~ ny=1.695 @’=1.703 a’=1.694 

B=1.6917 ~1.701 1.702+40.003 ng=1.713 y/=1.723 ’=1.719 

率 | Y=1.7105 on(110) on(110) 

58°33’ 51° ~53° 51°~56° SO 572 -33.5i5 38°, 

eet) r>v C005 80 
cAZ | 42° 48° 42°~ 48° 36°~43° 36°. 43° 
ee TQ OA 
ies ne y SPS) Bel rs ¥, le Yee ee PEL KH ee Ge as een KH pt Se ma 

a ee | aR RCS Rete ie phi 2 ee 


1. SG, Ee EY 4, FY YVR, PEN BR 
2. BINVF +> FIVE, EMR Be) 5. WA, Bare? 
3. SEG, Perse)? 6,7. FH VYRG, 樺太 講 津 の 


Al。0。, FeO+Fe,0;, Na,O に と み , 光学 人 的 性 損 の うち , 屈折 率 が 可 成 り 高 く な つて 
いる 。 本 表 の うち で は 根室 海 岩 産 の も の に 最も 類似 し て いる 。 KAKO ARRAS LL pe 
の も の に 比較 する と , TiO,, CaO が 頭 著 に 多く , Al。0。 が 相当 小さ い 値 を し めし て い 
So XX, 国 ヶ 上 風 産 の 普通 交 石 は Na。O に 最も 富ん で いる 。 これ は 前 述 の 如く , 結晶 中 に 
Na に と む 部 分 が ふく まれ て いる こと か ら , この 事 は 理解 され うる 。s 

AHO BRU Bl 7 EEG ¢ HOR SHC LRA PEHMOMAe Wo-En-Fs 三角 
形 図 に 点 示 し た も の は 第 2 図 に 示し た 。 この 図 か ら 朋 か ら 如 く , これ ら の アル カリ 岩 中 


1) Ohashi, R., Min. Mag., 19,. 179, 1921. 

2) Aoki, K., Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 6, 278, 1959. 

3) Sugi, K., Mem. Fac. Sci. Kyiisyi Univ., Ser. D, 1, 77, 1942. 
A matin, xi, 1, 50, 1931. 

5) 河野 義 礼 , 地学 , 54, 251-254, 1942. 

6) Yagi, K., Bull. Geol. Soc. Am., 64, 780, 1953. 
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第 2 図 二 邦 及び 近 線 地域 の アル カリ 岩 中 の 普通 輝石 成分 を 示す 
Wo-En-Fs 三角 形 図 


En Fs 


1. Wa 2. SB 3. RRM 4. BES 5. REM EE 
6. 7. Het 9. 堀越 9. El 7 ie 


OMA THY Di-Hd 線 よ り る も 下方 に 落ち , BHERVI—-7 4 HAO RRAL 
は それ に 近く 点 示 され る 。 こ の こと は 富田! の の べた “TAAVBPORBMA Wo . 
分 子 に と み , Di-Hd 線 よ り 上 部 に 落ち も る” と いう 事実 と 異な つて お り ), WH? RU 
Wilkinson3) の 所 説 と 一 致す る 。 

アル カリ 岩 中 の 交 石 の 品 出 関係 を みる に , 最も 早期 に 品 出 する も の は BH AR Se 
BCH So 例え ば , 八木 が EAT WU BOW, ROPMO BHAA SAE 
BELT, その 成分 を Wo, Eng oFs,(Wt%) と 推定 し て いる 。 —H, Wilkinson は ア 
V2) BEER BAR IA SAAD PEALE AOR BIL AY — 7 4} ORK 
肉 で Di-Hd 線 に 平行 で あり, CayMg,,Fes) より Fe に と む 成分 を 有 す SMAHAI 
比較 的 移 で ある こと を 明か に し て いる 。 SC, 本 地区 堀越 産 透 煙 石 質 普 通 石 は ) TOR 
岩 は か な ら ず し る も, 本 地区 アル カリ 去 武 岩 類 の 早期 を 示す る も の で は な い 。 し か し , 同様 
の 普通 輝石 は 他 の ょ り 早 期 と 思わ れる 玄武 岩 に も 見 出さ れる の で , LOMA RE 
石 は 本 地区 アル カリ 玄武 岩 類 の 最も 早期 の も の を MRUCHSIOLBASLNSo MR, 
Ed 7 WERE 7 v WRG ORISA Cld 最も 晩期 を 示す と 思わ れる 粗 面 安山岩 で ある の 
で , この 中 に 含ま れる チタ ン 石 は 本 地区 の アル カリ 去 武 岩 類 の 最も 史 期 に 近い も の を 
RUCWZLBATHK RAZR HOT, 本 地区 アル カリ 岩 の 単 斜 煙 石 の 進化 は 第 2 図 
で 明か な 如く , Di-Hd 線 に 平行 に 透 煙 石 質 普 通婚 石 マ サー ライ ト 交 石 の 領域 内 で 進行 し 
た も の と いい うる 。 こ れ は , BA?) が 壱岐 島 及 び その 附近 の アル カリ 岩 の 最 も 早期 の 単 
付 陣 石 の 成分 と し て 推定 し た Woy, Eng Fy; KY, や ゝ > Mg に と ん だ も の で ある 。 


1) 冨田 達 , 地質 雑 , 44, 953, 1937. 

2) 河野 義 礼 , 地質 雑 , 54, 251~254, 1942. 

3) Wilkinson, J. F. G., Am. Min., 41, 724~743, 1956. 
4) Yagi, K., iH}, 64, 769~810, 1953. 
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SIUM AICRSnS [RABE 
「 目 玉石 」 の 鉱物 組成 に つい て 


On the mineral compositions of “‘Toraisi’’ and ‘“Medamaisi”’ 
in pyrophyllite ore from the Toyoro Mine 


K Be 森 雄 (Morio Amafuji)* 


1. @ 


ACB RRICPEHST SODOS [RA] BLU [AEA COW CERES OBFORED 
BENMCCHSo EHSL AZE-MiC, MBN 474 7A POVEVY 7KREAFY 
FDODORRD ACLBRRE LE ORARD CH, また 後者 は パイ ロフ ィ ラ イト 中 の 結 
BRI AT ART RGR CHOC, 多く は 球 に 近い BE 示す も の で ある と 記載 され て い 
る 2 る 12)3)_ 

筆者 は 広島 県 豊 路 鉱山 産 の 若干 の 映 右 試料 の 頭 微 鏡 観 察 を 行 つ た 際 に 二 , 三 の 新 らしい 
結果 を 得 た の で これ を 報告 する 。 今回 報告 する 研究 結果 に よれ ば , この 鉱山 に 産出 する 
「 虚 石 」 お よび 「 上 生玉 右 」 の 構成 鉱物 は 従来 の それ ら の も の の 銚 物 組合 せ と 異 つて いる こ 
と が 明らか と な つた 。 研究 法 と し て は 頸 微 鏡 下 の 観 察 の 他 に X 線 粉末 法 に よる 検討 を も 使 
用 し た 。 こ の 結果 は 今後 帳 石 の 鉱物 組成 を 研究 する に 当り 三 , 三 の 指 示 を 与え る も の と 老 
えら れる 。 


Til 


2. 豊 梓 鉱山 の 位置 お よび 地質 鉱床 概要 
豊 農 鉱山 は 広島 県 豊田 郡 栄 町 字 後 谷地 内 に あり , 黒 圭 母 花 庫 岩 を 覆っ つて 当地 域 に 広く 分 
布 す る 石英 粗 面 岩 中 に 胎 す る 減 熱 水性 の 不 規 則 上 移 状 交 代 鉄 床 と し て の パイ ロフ プ ブ ィ ライ ト 
BREBATL THB 
=, =DEBRRRORASN TOS, 各 銘 床 と も パイ ロフ ィ ラ イト , BR コラ ン 
ダム , ダイ アス ポア 等 より 構成 され る 映 石 類 を 産出 し , また その 富 鉱 体 か ら カ ヵ カオリン, ダ 
ィ ア スポ ア よ りな る 「 白 幡 」 を も 産出 する 。 鉄 床 に よ つ て は 班 状 お よ ょ び 締 状 構造 を 示す い 
わ ゆ る 「 虎 右 」」) ある い は 結節 状 の 構造 を 示す いわ ゆる 「 目 玉石 」 を 多く 含む 部 分 が あぁ るり 。 
3. # oR A 

研究 に 使用 し た 鉱石 は 次 の 4 種 で ある 。 すなわち, 


(1) 上 級 品 : 部 分 的 に 薄 株 色 の 部 分 を 混 え た や * ゝ 帳 感 の ある 白色 の マト リッ クス の 中 
に , 2mm~5mm KOBSERRE (ODS [RA] OPER) t, Smm~20mm 大 


* 小野 田 を メン ト 株 式 会 社 中 央 研究 所 

1) 吉木 文平 , 地質 , 33, 273~295, 1926. 
2) 安藤 武 , 地 調 報告 , 147, 1~33, 1952. 
3) ARKHPAL, HVE, 75, 499~508, 1951. 
4) 上 野 三 義 , 地 調 月 報 , 11, 13~30, 1960. 
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OREt ELE (ODDS (AEA) と が 混在 し て いる 。「 目 玉石 」 は 周囲 が 茶 福 
色 物 質 に 汚染 され , 内 部 は 一 般 に 灰色 を 量 す る が 青色 の 部 分 を 混 ず る こと が 多い 。 

(2) 中級 品 : 肉眼 的 な 外観 は ほ ゞ 上 級 品 と 同じ で ある が , た ゞ し 上 記 上 級 品 に 比 し て , 
マト リッ クス の 部 分 は や * ゝ RICA, Ee (RA) OME RITPRMDS IU IA 
EA! の 構造 を 示す 結節 塊 部 分 の 量 は や ゝ 少 い 。 

(3) 並 1 級 品 : 虹 感 の 逐 し い 薄 桃色 の マト リッ クス の 中 に , 2m/m 以下 の 濃 青 色 球 状 
小粒 が 多く 散在 し て いる 。 

(4) 並 2 級 品 : 肉 服 的 な 外観 は ほ ゞ 並 1 級 品 と 同じ で ある が , た ゞ し この 試料 に は 幅 
$m/m 位 の 濃 青 色 脈 が あぁ あり (いわ ゆる 「 虎 石 」 ORE), その 両側 の 5m/m~10m/m 
の 範囲 は 白色 を 量 す 。 


4. Bh RRR KR 

bat Oia Oe k TRO & EL CBG REFORM, ここ で は 和 観 訟 結果 
に つい て の 記載 は 略し , 上 級 品 , W2MABELE [AEG] の 一 部 に つい て 述べ る 。 

(1) 上 級 品 : マト リッ クス は 20m 以下 の 薬 片 状 の パイ ロフ ィ ラ イト 極微 料 (2 へ ~3 gp) 


以下 の み オ リナ イト の みよ りな る 。 この マト リッ クス の 中 に 2~38 m/m 位 の 球状 乃至 は . 


球状 に 近い 不 規則 形 の 結 品 団塊 が 散在 し て いる が , これ は 肉眼 的 に 見 た 濃 書 色 球 状 小 殺 と 
一 致す る も の で ある 。 他 に 同じ 様 な 結晶 団塊 で 幅 500 np 位 の 脈 状 の 形態 を 呈す る も の が 
HY, また 50~300n の 小 団塊 が 集合 し て いる 部 分 も 多く 認め られ る (第 1 図 -1,2)。 2 
の 結晶 団塊 の 内 部 組織 は 2 層 に 分 れる こと 多く , 外層 の 100~2004 の 範囲 は 高 屈折 率 , 
低 複 屈折 の コラ ンダ ム 徴 量 (2~3n) の 集合 より な り , Mises, 高 複 屈折 の 繊 
維 状 ダイ アス ポア 結晶 の 集合 より な る (第 1 図 -3,4)。 

この 繊維 状 結 品 の 大 き さ は 一 般 に 幅 10~20m, 長 さ 100~1,000x で ある が , 一 部 に は 
1,000g を 越え る も の も ある 。 そ の 光学 的 性 質 は 伸長 方 向 TE, 直 消 光 , 屈折 率 @ 1.745, 
Y 1.719 で あり , 以上 の 性 質 は ダイ アス ポア の 性 質 に 近似 し て いる りり 。 さら に 結 品 団 弄 の 
外周 に は 10~20g 位 の 厚 さ で 茶褐色 の 物質 が 附 着 し て いる が , その 部 分 は 1-2p 位 の 
非常 に 役 料 の 鉱物 か ら な り , その 性 質 に つい て は 未明 で ある 。 

な お 上 記 の 様 な 結 品 団塊 の 内 部 組織 が 2 層 に 分 れる 現象 は 結晶 団塊 の 大 き さ が 約 2m/m 
以上 の 場合 に 見 られ , 50~300n の 小さ な 結 品 団塊 の 場合 は 殆 ん ど コ ラン ダム 役 品 の みよ 
りな る こと も 観 代 さ れ た 。 

(2) 並 2 級 品 : マト リッ クス は 上 級 品 の 場合 と ほ ゞ 同一 で , 20 以下 の 薬 片 状 の ペイ ィ 
ロフ ィ ラ イト と 極微 粒 (3 以下) の カオ リナ イト より な る 。 た ゞ し 上 級 品 の 場合 に 比 連 
し て パイ ロフ ィ ラ イト の 結晶 は 20 p 位 の も の が 多い 様 で ある 。 こ の 銚 石 に 含ま れる 環状 
の 結 品 団塊 部 (肉眼 的 外観 濃 青 色 球 状 小粒 に 相当 する も の ) は 大 部 分 ダイ アス ポア 結 品 よ 
りな る が , 一 部 に は コラ ンダ ム 結 曲 を も 含む 様 で ある (第 1 図 -5, 6)。 こ の ダイ アス ポア 
の 結 品 部 は 板 状 結 品 の 集合 (大 き さ は 50~300 x) より な り , し ば し ば 1~2m/m KO 
玉 団 を な し て 存在 する 。 こ の 試料 に 於 いて は 上 級 品 の 場合 の 様 に 結晶 団塊 の 内 部 組織 が 局 


1) 既報 の ダイ ィ ア スポ ボア 結 品 の 伸長 方 向 は 正 , 負い ずれ る も 観察 され る は ず で ある が , 
この 場合 は 大 部 分 が 正 を 示し た 。 こ の 点 に つい て 疑問 を 生じ た の で , X 線 粉末 廻 折 法 に よ 
りこ の 釣 物 を 検討 し た 結果 , すべ て ダイ ィ アス ポア で ある 事 が 確認 きれ た 。 
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に 分 れ て ダイ アズ ス ポア, コラン ダム が 特徴 ある 現われ 方 を する 事 は な い s。 

ARRAS BOR ( 締 状 「 虎 石 」) に 相当 する 部 分 は 前 述 の 如く 幅 15 へ 30m/m 位 の 
自 色 脈 の 中 に 存在 する が , 前 者 は 辛 と し て ダイ アス ポア と 一 部 に コラ ンダ ム , 後者 は 主 と 
し て カオ リナ イト お よび 可 成 り の 量 の 明 笛 石 (alunite) より な る 。 又 後 者 に は パイ ロフ ィ 
ライ ト 結 品 の 団塊 が 多く 存在 する (第 2 図 -1;2)。 

脈 中 の ダイ アス ポア 結 品 は 上 記 の 場合 と ほ ゞ 同じ で , 50~100 p の 板 状 結 晶 が し ば し ば 
集団 を な し て 存在 する 。 カ オリ ナイ ト の 結晶 の 大 き さ は 10g 以下 で あり , BBA 50~ 
100 の 大 き さ の も の が 脈 状 に 配列 する か ある い は 団塊 を な し て 存在 する 。 

(3) 「 和 玉石 」 :「 目 玉石 ]」 は 外層 と 内 核 部 の 2 層 に 分 れ , 外層 部 は 主として パイ ロフ 
ィ ラ イト と 一 部 に ダイ アス ポア 。 内 核 部 は 主として コラ シダ ム ふと 紅 桂 石 (andalusite) と 
より な る (第 2 図 -3,;4;,6) 。 

外層 部 の 厚 さ は 0.5~3m/m で , パイ ロフ ィ ラ イト の 大 き さ は 10 以下 の 微細 の も の 
Bk, ダイ アス ポア は 不 規 則 形 状 の も の が 結晶 団塊 を な し て 存在 す る)。 

肉 核 部 の コラ ンダ ム 結 唱 と 紅 柱 石 の 結 品 は 極め て 特徴 の あぁ る 集合 状態 を 示す 。 す な わ 
ち , コラ ンダ ム の 結 品 は 上 級 品 の 斑 状 結晶 団塊 に 於 ける 場合 の 如く , 大 き さ 50~100g の 
球状 も し く は これ が 集 つ て 出来 た 不 規 則 形 の 結晶 団塊 中 に , 100 以下 の 大 き さ の も の が 集 
まつ て 存在 し , 紅 柱 石 の 結晶 は この コラ ンダ ム の 結晶 団塊 の 間隙 部 に , 幅 約 50n, 長 さ 
200~300n の 長 柱 状 を な し て 放射 状 に 発達 し て いる 。 

この 紅 柱 石 の 光学 的 性 質 は , RAR A, Bt, 屈折 率 « 1.6208,7 1.6294 で ぁ る 。 


5. 六 線 粉末 法 に よる 検討 


前 項 頼 微 鏡 観 察 結果 を 確認 する た め , 次 の 数 種 の 粉末 試料 に より ※X 線 和 廻 折 を 行 つ た 。 
(1) 上級 品 の マト リッ クス 
(2) 上 級 品 中 の 「 虎 石 」 班 状 部 分 
(3) 上級 品 中 の 「 上 玉石 」 
(4) 
(5) 

) 


2 Kili 
2m PO [Al BEAR 
2 級 品 中 の 「 虎 石 」 締 状 脈 の 多い 部 分 
試料 の 選別 は ハン マー で 細か く 和 粉砕 後 ピ ン セ ッ ト で 行 つ た も の で ある 。 
検討 し た 結果 は 別表 に 示 し た が 頼 微 鏡 観 次 結果 と 極め て 良く 一 致す る 。 


6. 考 察 


上 級 品 の 中 に 含ま れる 「 虎 石 」 ORIREER BD ONMBAY 17 スポ ア の 繊維 状 結 曲 よ 
りな り , 外層 部 が コラ ンダ ム の 徴 品 より な つて いる が , この 事実 は , ダイ アス ポア の 結 品 
が それ が 安定 な る 範囲 を 越え た 温度 条件 を 与え られ た た め , 結晶 の 周辺 部 より 分 解 し て 腕 
水 作 用 を 起 し , その 場所 に コラ ンダ ム の 役 唱 を 残し た と いう 事 を 暗示 する も の と 考え る 。 


1) 外層 部 の パイ ロフ ィ ラ イト 中 に ダイ アス ポア の 明瞭 な 柱状 結晶 する こと が あり , 
この 結 品 の 光学 的 伸長 方 向 は 正 , 負い ずれ を も 示す 。 
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上 級 品 中 に 人 各 ま れる 斑 状 結晶 団塊 。 偏光 = コル の み 。 
fale =RSAS Ske 


同上 一 部 拡大 。 偏光 = コル の み 。 

同上 。 十字 = コル 。 内 核 部 の 複 尾 折 の 高い 結 品 は ダイ アス ポア 。 外層 部 の 複 屈折 
の 極め て 低い 結 醒 は コラ ンダ ム 。 マト リッ クズ は パイ ロフ ィ ラ イト と カオ リナ ィ 
[6 

2 級 品 中 に 含ま れる 夷 状 結晶 団塊 。 偏 兆 ニ コル の み 。 

同上 。 十字 = コル 。 BEL TY AFT ART OMREROHE EN RZ マト リッ 
クス は ペイ ライ トド と の リト 0 

SEL ID) BEA Ie ir 32 BR ON sr 77 Boh Wo VR SB SHSPUI SPR 


Gon ws i¢ 


2 級 品 中 に 信 ま れる KR dao 偏光 = コル の み 。 
VE CZ ム の 板 状 結 品 の 集合 よ EI A TSR 


Oeededhy TKOSENSo マト リッ グズ ス は カオ リナ イト}, 
上 月 伏石 よ りな る 。 

玉石 の 組織 。 偏光 = コル の み 。 

Fl ko -F=IN0 

同上 。 一 部 拡大 。 偏光 = コル の み 。 
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同上 。 十字 = コル 。 内 核 部 は コラ ンダ ム の 結 品 団塊 と 紅 柱 右 結 品 の 放射 状 集 


紅 柱 石 , 


ペン 1 人 


76 a 7 Gh Gh OR PAR a 


第 1 表 RAOXMMARAIC EZ HR 
28 (1) 上 級 品 マト リッ クス 1(2) 上 級 品 「 虎 石 ! 竹 状 部 分 | (3) 上 級 品 中 の 「 目 玉石 」 
(CuKy) la(A) T* | $k Ym OCA) I gk 物 ld(A) I KB 
9.3 10 Pp 9.3 2 EP 9.5 Jerse 12 
10°— 
Ae? 2 K 72 1H ARK 7.2 3 1K 
4.6 6 12 4.6 1 {2 | 5.6 aS) AS 
4.4 5 K 4.7 25) aD 
4.6 4 P+A 
20° | 
4.26 4 K 4.01 eal) | 4.43 aks 
4.18 3 K 3.49 4 © 4.00 Sa ND 
4.07 2 Pp 3.07 eS 12 3.59 2 AK 
3.59 2 K | S252 4 A 
S06 13 P | 3.50 4 C+A 
3.07 8 P 
30°— 2 
2.96 1 iP 2155 8 IP C+D} 2278) 11 A 
2.55 5 PK 4 238 ZENG 2.56 2 P+C+D 
2.42 5 P D532 2 2.47 3 A 
| 2.42 1 iP 
2.36 1 A 
R28 1 D 
| 2.28 1 A 
40° |- - 
2.15 1 2 2.13 WN Nl) 4 | A 
2.08 1 Pp 2.09 7 P+C BAS | ib) 
2.06 1 P 2.08 2 P+C 
1.84 1 P 1.84 1 P 
50° i s 
69 1 P sy | 1C 1.63 135) PED 
1.65 1 P 1.63 1 P+D 1.60 (C 
1.63 1 P | 1.60 ssl | 


* 


I: CuK, radiation に よる ビー ク の 高 さ 
P 三 パイ ロフ ライ ト C= K = カオ リナ イト 


この 相 変 化 は Roy お よび Osborn”, あぁ るい は Kennedy 等 の 熟 水 高圧 下 の 実験 結 
KCL 400~500°C の 範囲 で 起 る と され て いる が , パイ ロフ ィ ラ イト 化 作 用 3 に 於 いて 
は 300~400°C {ORM C174 THEY A TART RABCHAGZL# RAG 
れ て いる の で , 400°C 以下 で 最初 に 生成 し た ダイ アス ポア が パイ ロフ ィ ラ イト 化 作 用 の 
途中 で 400°C 以上 の 温度 条件 を 与え られ て 相 変 化 を 起 し た と 見 人 短 す 事 は 無理 で は な いで 
あろ う ( 第 3 図 )。 こ の 点 を 考え る と , 2 級 品 中 の 「 虎 石 」 MYMEL LCI AT ART |E 
りな る 事 よ り , この 2 級 品 中 の ダイ アス ポア の 結 品 が パイ ロフ ィ ラ イト 化 作 用 中 の 民 境 お 
よび 条件 の 変化 を 受け て 相 変 化 を 起 し , 上 級 品 中 の 様 な 特徴 ある 内 部 組織 を 持つ た 結 品 団 
塊 に 変っ た と も 考え 得る 。 


1) Roy, R. and Osborn, E. F., Am. Mineral., 39, 853~885, 1954. 
2) Kennedy, G. C., Am. Jour. Sci., 257, 563~573, 1959, Trans. Am. 
Geoph. Union., 41, 283~286, 1960. 


3) 岩 生 周一 , 須藤 俊男 , 鉱床 学 の 進歩 , 230~251, 1956. 
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Ee ss 級 do (5) Sin! A IBEIREB |) (6) = Buin] FEB RRB 
p(A)| I | & 物 ld(A) I | $k 物 [|d(A) I | ok 物 
os 111 | Pp 6.3 1 5 Pp SB. | Gti 
Thaw 6 K Th 5 K Tw 15 K 
4.6 6 12 4.6 3 P 4.96 I 
4.5 SSI 4.4 Sa 4.63 1 2 
4.47 3 K 
Bo PS Ne Zio | ic (4.02.1 Sr Pop 
4.00 4 D 3.99 7 D 3.59 | 10 K 
3.59 4 K Sy 5 K 3.50 HRSG, kak 
5207 1S iB 3.49 2 G 3.07 2 12 
3.07 6 P 2.98 4 ar 
255:| 4 (C4 DiP+XKi 2.551 8 1P+C4+ D+ 2.56) 4.|/PL Ope 
one, 3 i: 2.42 2 P 2.50 1 a: 
233 1 2.38 1 c 2.42 1 P 
PARAS 1 2532 2 D+K | 2696 SG 
| Dade DIN 
re, 2 D 
2205 jp Seal Pie Dp PAWS ie || EEG TEND) Sea at. ID) 
1.84 yes fs 8 | 1.84 0.5) P 2.09 2 CD 
1.99 Ons |Pab: 
1.90 ES 
1.63 1251 D = P 174 1 C NAS 1 Gear 
1.60 15 Cc 168 2 P+D 163 ve P+D 
1.60 4 1.60 Z C 
=SA7TARFT T=BR A= 


BORA CER PRC BET CS 


Ze, ERGO [Ral KeENSZI 47 ART 
LSU TTY PHEROTRERL, か つ そ の 苑 ん ど 大 部 分 が 光学 的 伸長 方 向 正 を 示す 事 


で ある 。 こ の 理由 は 不明 で ある が , 共 ら ちく 結 品 の 生成 履歴 ある い は その 後 の 環境 の 影響 に 
基く も る の と 考え る 。 今後 検討 を 要 す べ き 問 題 と 考え る 。 


2A HOM [BA] 部 分 は , パイ ロフ ィ ラ イト 化 作用 の 後 の 熟 水 作 用 に よ つ て パイ 


され た と 老 え 得 る 。 
ば パイ ロロ フィラ イト 化 作 月 


こ ゝ で は 説明 を 省略 する 。 


ロフ ィ ラ イト を 切っ つて 脈 状 に み オ リン 化 作 用 が 行わ れ た 時 , ERROR [real 部 分 が 取 
9 込ま れ て 濃 集 し た る も る の で あり , し た が つて 白色 の カオ リン 脈 』 
[AEG KowTtlis, その 核 の 形成 が 原石 に 由来 する も の か ある い 
に よる も の か と いう 3 基本 的 課題 を 地質 学 的 物理 化学 的 考察 の 下 
に 究明 され な けれ ぼ な ら ず , さら に 組織 に つい て 論ずる た め に 多く の 問題 を 解明 する 必要 


が あぁ る の で , 


UE EO RRR ATER 
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PH,O in kilobars 


(1) 
(2) 
(3) 
(4) 


第 3 図 Al,O,-Si0,-H,O 系 鉱物 の 平衡 図 (G.C. Kennedy に よる ) 
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ine) 
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O 200 400 600 800 
ie 
Gibbsite = Diaspore + H,O 


Diaspore = Corundum + H,O 

Kaoline = Corudum + Pyrophyllite + H,O 
Pyrophyllite = Sillimanite (また は Kyanite) 
+ Quartz (x72tx Coesite) + H,O 


7. 結 語 


OS SR PERS alc Lb aS [BG] BLU [AEA COW CRRA RS LUX 
PRICED CRA UHR, (OD [Al OBERS Zi idhe RNs a7 VY ム の 結 品 の 
みよ りな る も の で な く , ダイ アス ポア の 結 品 が 極め て 特徴 ある 現 出 状態 で 相 伴 つた り , あ 
る い は 皇 と し て ダイ アス ポア より な る 事 と , [HES] 中 に コラ ンダ ム と 紅 柱 石 が その 内 
核 部 に 密生 する 事 等 を 見 出し た 。 

筆者 は 豊 風 鉱山 の 地質 状態 の 詳細 に つい て 未だ 充分 な 知識 を 得 て 居 ず , また 供 試 試料 の 
採取 条件 を 知ら な い の で 上 述 の 研究 資料 に 基 い て 試料 の 生成 条件 に 関し て 深い 理論 的 な 療 
察 を する 事 を 避け , 認め ちら れ た 現象 に 関し て の み 簡 単 な 推察 を 施し た 。 

本 研究 に 当り 御 指 導 を 賜 つ た 小野 田 を メン ト 株 式 会 社 中 央 研究 所 末 野 憧 六 十 士 , 東京 大 
学 教養 学部 岩 生 周一 教授 お よび 潜 秀 雄 助教 授 , 及び 試料 提供 の 労 を 頂い た 山元 側 の 長谷 川 
藤 七 氏 に 感謝 の 意 を 表す る 。 

また 本 研究 を 発表 する に 当り 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 大 森 落 一 教授 に 御 配 慮 
を 頂い た 。 あ わせ て 厚く 席 意 を 表す る 。 な お 研究 に 当り 当 研 究 所 紫 藤 文子 , 床 次 正 次 , SF 
野 達 二郎 各氏 の 助力 が ぁ つた 事 を 附 記 し て 調 意 に 代え る 。 
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昭和 35 年 度 総会 並び に 特別 講演 
日 時 昭和 36 4214 19 A (A) 
場 所 RAL KRESS BR Rese 

総会 1 月 19 日 午前 11 時 より 昭和 35 年 度 総会 が 開か れ , 出席 会 員 は 下記 の 39 4, 
BAEK 99 名 で 会 則 第 18 条 に 基き 成立 し た 。 先ず 河野 義 礼 会 長 の 挨拶 が あり , 続い て 議長 
に 鈴木 廉 三 九 姓 が 選出 され た 。 物故 会 員 に 対し て 台 待 を 捧げ た 後 , 次 の 議事 が 行なわ れ な た 。 

I. 昭和 35 年 度 事業 経過 報告 牛島 信義 庶務 常任 評 織 員 ょ より , 次 の 報告 が な され な た 。 

1) 会 員 の 動静 昭和 35 年 12 月 31 日 現在 の 会 員数 は 正会員 855 名 , 特別 会 員 17 
4, 上 購読 会 員 68 名 で ある 。 

2) 昭和 36 ER ARR eee 投票 者 数 123, 無効 3 で , 当選 者 は 次 の 通り で 
ある 。 LM, 牛島 信義 , 兼子 勝 , 斎藤 仁 , SRK KEAN, a 冨田 
達 , 野田 真 三 郎 , 早川 典 久 , 堀越 義一 , 本 多 共 之 , sas, 入場 , Fa 

3) 集合 並び に 講演 会 評議 員 会 4 回 , 常任 評議 員 会 5 回 , 合同 講演 Fe ap 

4) 会 誌 の 発行 4441 FDS 44 巻 6 号 ま で 昭和 35 年 度 分 が 発行 され た 。 

5) 図書 昭 昭 35 年 度 の 交換 図書 は 49 ( う 3 ち 外 国 15) 寄贈 図書 78 (外国 12) CHS, 

Il. 稚 議 事項 

1) 会 則 変 更 の 件 (会 則 第 10 条 の 一 部 変更 ) 会 誌 月 刊 に 伴う 会 費 増 額 に 対す る 会 則 変 更 
の 件 に 就き 牛島 信義 庶務 より 提案 理由 の 説明 が あり, 討議 の 後 , 会 誌 月 刊 , 会 費 1000 円 
に 増額 する こと に 対し , 次 の 如き 結果 で 可決 され た 。 但し 学生 会 員 の 会 費 は 本 年 度 に 限り 


据置 に eo 
SAEED A W103 4%, F254 
SAT - 2B 1000 Hows Ww 101%, 8254 


2) 昭和 35 年 度 会 計 決 算 の 承認 竹内 常 彦 会 計 よ り 昭 和 35 年 度 会 計 決 算 の 報告 が あ 
y, 次 の 如く 承認 され た 。 
昭和 35 年 度 決算 報告 (昭和 35 年 1 月 1 日 12 月 31 日 ) 


Ue AS D 部 38 出 の 部 
会 B@ 収 人 408,476 円 事 務 内 59.537 円 
il Bl RUSH TR 146,835 fé fh 2 15,910 
Py J FLAIR 18 ,576 ye ge ee 10,384 
Ae 収 1,770 a fa OBE woe 
“BADR 80,000 - « 5.511 
前 Eg 4 8,066 7 iphs : 
前 年 度 繰越 SE 刊 5 e Fares 

会 誌 出 版 費 3.73, 104 

Bl Fal HR pie Be 44,521 

HS ZOD th 65 , 130 

集 会 電 17,029 

総会 及び 例会 費 12,783 

会 #& # 4,246 

i 越 金 84,402 

ay 計 643,723 合 = 643,723 
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3) 昭和 36 年 度 会 計 予 算 の 閣 議 , 竹内 常 彦 会 計 よ り 昭 和 36 年 度 の 予算 案 が 提出 され , 
衝 議 の 結果 次 の 如く 決定 され た 。 


昭和 36 年 度 予算 (昭和 36 年 1 月 1 日 12 月 31 日 ) 


We IK DI Siam Ae ak 
会 A. 770,000 円 事 務 費 110,000 円 
ra eo f& 80,000 if gt © 10,000 
ny THY S—F 10, 000 ie ua % 30,000 
Ae hive K 5,000 通 信 j%#£@ 30,000 
i eM 841402 ‘ % 5407000 
前 84,402 | 4 : 
前 年 度 繰越 金 pe | Fe ae tN 

別刷 出版 費 80,000 

Eh EK SD Hh 110,000 

集 会 8 55,000 

総会 及び 例会 費 35,000 

会 = # 20,000 

> 備 # 4.402 

a SF 1,009,402 全 3b 1,009,402 


総会 出席 者 : TAME. PRES, 阿部 E WER F888, 植田 良夫 , 岡田 
Khe, SOR 靖 , AK MB AR 仁 , AWE, MBER. 7RE—, ie & 
PURE, 北 代 吉 宏 , 河野 義 礼 , 今野 弘 , WR C. 笹倉 健一 郎 , BEER, 島津 光夫 , 
SPATE tu CHARICE, WINES, 関 寿 和 , 高橋 維 一 郎 , OK. AEE, @ 正 
SG RAGS BRA, 原 Y MONE, 待 場 勇 。 松本 陸士 , 森本 良平 , 山岡 
Ke, 山 江 徳 載 GEE 


特別 講演 特別 講演 が 次 の 如く 午後 1 時 より 行なわ れ , 感 会 で あつ た 。 
大 西洋 の 火山 見 学 記 (アイ スラ ンド ・ ア ゾ レ ス 及 び カ ナリ イィ 講 島 ) 
東京 大 学 地震 研究 所 森 本 良 平 

商 英 2 年 の 生活 を ふり か えつ て 地質 調査 所 砂 Jil 一 BR 

答 懇 親 会 が 午後 5 時 半 よ り 行 な われ , 森本 良平 民 に より 「 英 国 の 現代 風俗 ] の 8 ミリ 映 
写 が が 行わ れ た 6 


評議 員 会 昭和 36 年 1 月 19 日 (A) 午前 LOL YD RALABRERA BARS CR 
員 会 が 開催 され た 。 

出席 者 ・ 河野 会 長 , 牛島 KR SOG TUR. BR. 鈴木 , 竹内 , BI, (BER 石 
I, ER Ail, 兼子 , 久野 , 千 藤 , 根本 , 野田 , 原田 , AS, 吉木 ) 報告 事項 , 昭和 35 
年 度 総会 に 於 け と る 同様 な 報告 が 牛島 庶務 より な され な た 。 

REE 1. 会 員 入 退会 の 件 正会員 入会 2 名, 退会 9 名, 特別 会 員 入 会 2 名, 購読 
会 員 退 会 4 名 が 承認 され た 。 2 BBO (会 則 第 10 条 の 1 部 変更 )。 3. 昭和 
35 年 度 会 計 決 算 及 び 昭 和 36 OEE Bt POE AER Wo 

引き 続き 正午 より 昭和 36 年 度 第 1 回 の 評 織 員 会 が 開催 され , AEE EBERT, 
席 務 牛島, 編集 大 森 , 会 計 竹内 , 行事 待 場 , AB 八木 と 決定 し た 。 


NN) 


録 


齋 物 学 及び 結晶 学 


8403, Mcgovernite の 結晶 学 
Wuensh, B.J. 

Mn, Mg, Zn OE eS 7k nee 
で あぁ ある mcgovernite は 1927 年 New 
Jersey の Sterling Hill 重 銘 鍼 山 で 発 
見 され た , ABAD BHMORY TC 完全 な 
SERB CH So 新 に ※ 線 的 研究 を 行 
つた 結果 , これ は 極め て 大 き な 格 子 BRK 
を も つた も の で ある こと が 判明 し た 。 し 
D> ORR RAMP AI REBEL 
poly type の 積み 重ね 等 に よる も の で 
は な く , この 様 な 構造 を も つ 物 質 は 未だ 
無機 化合 物 間 で は 見 出さ れ て いな い 。 即 
% oscillation 写真 で 決定 し , precession 
写真 で 確認 し た と ころ に よれ ば ぽ 本 鉱物 の 
ZORAEE RS2/C, “Cs d=8-82, Co= 
205.5A (11x18.68A) の 値 を も つて い 
Bo Witz Ast®, Ast® と し て 共に 存在 
し て いる が , Ast 端 成分 と し て 表 わ せ ば 
単位 格子 中 に 6 (Mn。Mg4Zn2) 15As。T?Si。 
Oi,(OH) yy を 含む こと に な る 。 雲母 に 
RD CMTE, MES SORAILH 
る が phyllosilicate に は 属し て いな い 。 
格子 恒 数 の 類似 し た dixenite は a= 
8.22, co=37.44A (2x18.72A) の 値 を 
%b, co の 値 は mcgovernite の それ の 
2/11 に 相当 し , 化学 式 も (Mn, Fe, Cu) 5 
As』+3(Si, As+5) .0,,(OH), で 表わさ れ 
両者 の 類縁 関係 を 示し て いる 。 (Am. 
Min., 45, 937~945, 1960) [長谷 川 ] 


8404, 新しい ポリ タイ プ proto-am- 
phibole Gibbs, G.V., Bloss, F.D., 
Shell,. H.R. 

Li,O-MgO-MgF,-SiO, 系 を 研究 中 新 


(BRR MADEMER DT 即ち も 
LiF, Li,CO;, MgF,, MgO, SiO,, 
CaCO; 基 の 他 の 酸化 物 を 混合 し 1350°~ 
1450°C に 類 融 し , 1000°C に 除 冷 する 
と 角 図 石 そ の 他 の 化合 物 が 生成 する 。 Hi 
Atk Li-LiMg-Mg,-Si,-O,,F, の batch 
composition ~C\i#'3 -montmorillo- 
noid 97% と 針 状 の 本 角 関 石 が 生成 され 
So RAO MA MAK. LOTMA IIA, 
ARS Remsn, 一 般 に Li を 含み 
Ca を 含ま な い 成 分 の 場合 proto-amp 
hibole の 生成 が 良好 で ある 。 生成 され 
た 本 角 隊 石 の 化学 成分 の 一 例 は SiO, 
60.68, Mg033.51, Li,02.14, Na,O 
0.17, F5.07, Ig.Loss (350°) 0.40, & 
at 101.97 Nae osLip.g4: Lio.asMgi.52・ 
M85.00°Siz.93°Oa1.o1F 2.09 に 相当 する 。 

光学 的 性 質 は @=1.5759, B=1.5870, 
Y=1.5928, 2V=74° で あぁ る 。 と ihre fh 
び た 針 状 結 唱 で (110) 面 が 発達 し , 

(110) & (110) Osea fare 55°02′ で 
RRARAD CN E-KT Zo X 線 的 に 
格子 恒 数 は ay=9.330, by =17.867, Cy 
=5.286A と 決定 され 』 この 値 を antho 
phyllite © aj=18.661, b)=17.867, 
6o=5.286A と 比較 する と , 前 者 の 単位 格 
子 は 後者 の 1/2 と な つて いる 。 Antho 
phyllite DZef§R: Puma に 対し この 角 
BAAD ZR Pnmn 或いは Pr 2n と 
考え られ , Pamn と し た 場合 の 結晶 構造 
図 を あたえ て いる 。 ik A 4D proto- 
enstatite の 存在 に な らち つ て ASGRAE 
proto-amphibole と 名 付け た 。 (Am. 
Min., 45, 974~989, 1960) [長谷 川 ] 


8405, 浸 液 法 に よる 屈折 率 測 定 の さい 
の 鉱物 粒 の ゼラ チン 固定 法 Olcott,; G. 
W. 
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BUPA ALCM MRE CTF YC 固定 
し て お け ば , H-D2A7 4 F CBRE 
返し て 使用 で き 屈折 率 測 定 操 作 が 簡単 に 
な る 。 BCLERSORHOZ LVAD 
料 で も 種々 の 方 向 に セッ ト す る こと が 出 
Ha, B, Y の 測定 が 可能 と な る 。 この 
ゼラ チン 固定 法 は 1945 年 Marshall と 
etiiesW NSE 大 OR 
が 更に 著者 に よ つ て 次 の 如く 放 良 され 
Ko VNR A: 196 ゼラ チン 水深 液 , 深 液 
Bi: 7ye7k 10ce (2 FT -~h yy 5cc, 2% 
KUL YY WcHMAR IO (VFFY 
GH) o 実際 の 操作 は 1) 清浄 な スラ 
イド 硝子 上 に 深 液 A を 滴下 し , SURES 
75°~80°C (IB MEEIEX BES Fy IER 
D6 Bo 2) #7 Fv LIDARBE 2, 3 
WADA THIF Zo BAF Y MBE L HERE 
ERSOTCERAL REE 撤 布 し ゼラ チン 
に 粘着 させ る 。 3) PURE CHER. 4) 適 
当 な 浪 液 を 滴下 し カバ ベー 硝子 を か け , 
Becke 線 を 観察 する 。15) テア セト ン 或 い 
VI DORR (CRRSS CDR EVEME, «HEIR 
法 を 繰 返 す 。 RMI < CIF VCH 
着 し て お り , 以上 の 繰 返 の 操作 で 外れ た 
り し な い 。 水深 性 の 結晶 や , 1kESIBS 
液 に は 用 いら れ な い 。 (Am. Min., 45, 
1099~1101, 1960) (RAID 


BERKUS 


8406, 火山 放流 Smith, R.L. 
KUT OE @ RRR, 軽石 流 , ign- 
imbrite 等 と し て 知ら れ て いる pyro- 
clastic flow の 基本 的 単 限 と し , 従来 種 
々 の 名 前 で 呼ば れ て いた も の を 統一 し て 
いる 。 大 山 灰 流 堆 積 物 の 量 は 0.001~ 
10,000km3 4), これ を 7order に 
分 類 し て いる 。 1~3 の order は ドーム 
か ら , order 4 は 火口 か ら 嘱 出し た も の 
で , MI EORM 10km3 を 超え る こと 


が ある 。 Order 5~7 OMNIA 
Ee PERIMEKRCH YD, KROME 
灰 岩 が この 範囲 に 入る 。 火山 灰 流 に 於 て 
大 規模 の る も の で は 12,000 325508, 500 立 
FREE ASOD, HY), 数 回 に わた つ 
て 噴出 し た も の で は その 全量 が 2000 oF 
方 唱 以 上 に も 達する 。 Sorting OF¥2r 
ら 大 部 分 の welded tuff (x 70% 以上 が 
& 4mm 以下 の 物質 で ある 。 

Welding を 支配 する 要素 は 温度 , 揮発 
成分 の 量 と その 組成 , 火山 灰 の 化学 組成 , 
荷重 , 冷却 速度 及び 品 出 作用 等 で ある 。 
Welding の 始ま り の 温度 は 535°C 以下 
で ある が , この 度合 を 支配 する の は EL 
し て 温度 と 蒸気 圧 で あり , 完全 な weld- 
ing に は これ ら に 荷重 と 時 間 が 必要 で あ 
る 。 Oregon, Crater Lake の 様 な 低温 
度 で 噴出 し た 堆積 物 (軽石 流 ) は 厚い に 
な か DHF welding LTCwtwo — 
方 南東 Idaho の 高温 の eR BETCS IE 
BITE LOCH SA, 高度 に welding 
し て いる 。 KMD ORME これ ら 
の limit の 問 の 温度 で 叶 出 し た も の で あ 
4350 (Bull. Geol. Soc. Am., 71, 
795~842, 1960) (eA) 


8407, Ireland, Carlingford com- 


plex OBKGEHHRAIE& Le Bas, 
M.J. 


Carlingford complex は Ireland の 
RRHEEIC 0, 長 さ 6mile, ry 4mile, 
JZS 1000feet の ロ ポ リ ス 状 複 重 層状 貫 
人 岩 体 (multi-layered intrusion) で 
あり , Hale (シル リア へ 石炭 紀 ) と 第 
三 紀 玄武 岩 の 間 に 導入 し て いる 。 高 ア ル 
ミナ 玄武 岩 型 の マゲ マ は 4 回 に わた つて 
REAL, 最 下 部 の も の は 約 350feet, yr 
が 300feet, 200feet, LAO YOU 
部 が 侵 Bie に よっ つて け づ られ て いる が , 
150feet DBA CHS. 最 下部 の も の か 


RS ya 


i> 
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SMRBGHEAL TWS2D, BEA, 完全 に 
固化 し な いう ち に 次 の も の が 来 て いる 。 
V7 VORAZ® in situ に 於 て 各々 の 層 
状 寿 入 岩 体 は 重力 の 影響 下 で 品 出 分 別 作 
用 に よ つ て 分 化し て いる 。 各 岩 体 の 底部 
は 般 村 石 が 非常 に 沈降 集積 し た BEML OC 
あり , 上 部 に 向 つ て 格 機 石 は 次 第 に 減少 
し , RAs? > Hon, 貸 長 石 は 非常 に 増 
ML, 最上 部 に は 優 白質 の 北 洗 岩 ペ グマ 
タイ ト が 生成 され て いる 。 
BANLELL CRT RMOBAD 岩石 学 
的 研究 を 行 な つ て いる 。 MARA 4 fa 
化学 分 析 し , 又 光 学 的 性 質 か ら 求 め た 組 
ROME 2 + RAORHERE 示し て い 
る 。 そ の 経路 は Garbh Eilean 2K (7 
ルカ リ 震 系 ) と Skaergaard BAA 
( 高 ア ルミ ナ 岩 系 ) の 中間 に ある が , 作 
り , 著しい 進化 は 示し て いな い 。 BAD 
化学 分 析 は 11 個 行 な われ て いる 。 その 
うち の 代表 的 な も の 5 個 を 次 に 示し な た 。 


0.45 
0.70 
3.33 
0.07 
3.47 


19.17 22.64 


0.22 
2.37 
6.71 
0.13 
13.52 
10.73 17.25 


0.25 
0.88 
eon 
0.02 
3.21 


48.13 43.78 49.32 


9.74 15.49 


0.29 
5.355 206s 2751 
1.27 
5.62 
0.12 
8.04 


49.96 51.02 
0.40 
1.69 
5.10 
0.12 
9.08 
15.77 
6 1 
1 0 
0 0 
1 0 
0 0 
100.49 100.50 100.38 100.15 100.32 


SiO, 
TiO, 
ALO; 
FeO 
MnO 
MgO 
CaO 
Na,O 
P.O 
Total 


1. ASHBS 2. ZORA 
63. RAC BUMS 4. a 
BS. 部 分 的 に ペグ マタ イト を 含む 優 白 
EM 44s Le Bas, M.J. 

LVTZOYNVY 7 ACHERBO 同化 作 


用 に つい て 議論 し て いる 。 (Trans. Roy. 


Soc. Edingburgh, 114, 169~200, 
baa CHA) 
8408, KRIEO“LS, I. Differen- 


tiation index (分 化 指数 ) Thornton, 
CPt OR 
最近 の 実験 的 研究 か ら 複 合 岩 当 の 分 別 
結 呈 作用 で 液体 が 残 液 系 の SiO。-NaAl- 
SiO,-KAISIO, Bic mMocteA, 終 に 之 
ORT ZERIA 1937 年 の Bowen 
の 説 の 正しい こと が 証明 され た 。 JK 
系 に 於 て , MABRUZO 最終 系 に 達 す 
る 距離 は 残 液 系 の Norm を 計算 し , 組 
成 を 総計 する 事 に 依 つ て 定量 的 に 算出 す 
る 事 が 出来 る 。 之 の 値 を differentiation 
index (分 化 指数 ) と 称し , 変化 図表 に 対し 
有力 な 座標 決定 どなり 岩 右 の basicity” 
FECHA. Washington の ZO 
5000 個 の 岩石 分 析 値 か ら 頻度 分 布 図 を 
KD, COMtHwt. CALZADA 
{2 CL —FACMCOANIEL 比較 する 事 
が 出来 , 平均 値 と の 偏差 を 容易 に 知る 事 
が 出来 る 。 之 の 頻度 分 布 図 は 横 軸 に 分 化 
数 (QAb+Or 二 Ne+KKp 二 Lc の 
Norm %) を 取り , 終 軸 に 各 酸 化物 の 
Wt% を 取 つ て , その 頻度 を 等 曲線 で 表 
わし た も の で , 岩石 分 析 値 を 之 の 図表 に 
plot し て 行け ば , その 産地 の 岩石 の 分 化 
経路 を 知る 事 が 出来 る 。 (Am. Jour. 
Sci., 258, 664~684, 1960) (ipa) 


8409, HRERO Sr OKKKTCES 
jem Fornaseri, M., Grandi, L. 
1gr の 試料 を 5ml の 過 塩 素 酸 (70%) 
と 20ml の 第 酸 (40%) に て 分 解 し , 
残 査 を 温水 に 薄 か し 50ml の メス フラ メス 
コ に 人 和信 れ , 炭酸 カル シウム を 塩酸 に ae 
L, Ca ELT 10,000p.p.m. 20% 
wg 10ml を 加え て 7 水 を れ 50ml tz 
Ho 255 256ml 450ml FAZ 


Pee 
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ラス コ に 取り , Sr 標準 溶液 (炭酸 スト 
aYya~heRMecem SO EL 
Ct 25p.p.m. #4%t>) & 10ml An, 

水 を 加え て 50ml に する 。 (2) 残り の 
25ml の も の も 水 を 加え て 50ml に し , 

これ を 炎 光 に 用 いる 。 Beckmann DU 
型 で は Sr 0-10p.p.m. の 場合 は 直線 に 
な る 。 

Bink (Faass + (Po)ase 


E\= (Ex) 461 zy Piast (Ex) 454 


る SE 
CPP Ue Ek, 


Leta b HEL T Sr 〇 の 値 を 求め る 。 

試料 と し て 著者 等 は 花 賠 岩 G-1, tie 
= W-1, 及び Rome, Capo di Bove 
D2V74 Aart 用 いて 実験 し て い 
る 。 G-1 は CaO を 加え た 場合 ) 258 
p.p.m., 標準 偏差 5 一 5.08, 相対 誤差 
c=1.97%, MAWES 258p.p.m., 
5=15.6, c=6.059% で あり , CaO DY 
加 は 不 必 要 で ある 。 MIRO G-1 を 分 光 
分 析 で 定量 し た も の の 平均 は 258p.p.m. 
(良好 な data の み ) CH), 良く 一 致 
GSo ERRE TAY} -TRBUED 5 
得 ら れ な た 値 は 240p.p.m. で あり , これ 
と も ほ ご ゞ 一 致す る 。 W-1 EOE CE 
151p.p.m., 分 光波 で は 167, HERP 
は 177 で あり 大体 良く 合 つ て い % る s 
ARIZA 1422p.p.m. c=2.58% 
で あぁ あり , 1500p.p.m. OMPAC % IEMEMC 
定量 され る 。(Geochim. et Cosmochim. 
Acta, 19, 218~221, 1960) [#A} 


8410, JkKRIR RIGO Si-Al 関係 
Kushiro, I. 

KRUEEAEE 150 個 の 化学 組成 
の 研究 か ら 次 の 事 が 判 つ た 。 SiO。 Wik 
飽和 な ソレ ー ア イト マグ マ か ら GLP 
HERG ik Si が 多く , ZHICAZD Al Qs 


少な い 。 一 方 不 飽和 な アル カリ 玄武 岩 か 
SM Lr MAbAls Si が 少く , Z に 
人 る Al が 多い 。 特に 人 準 長 石 類 を 含む マ 
グマ に 於 て 顕著 で ある 。 Skaergaard, 

Stillwater, Black Jack 及び MES - 8 
RBOV7 V2.6 fat U7 HAAS 分 別 
作用 が 進む に つれ て Si BML, 一 方 
と に 人 和信 る Al は 減少 し て いる 。 SIAL 
い マ グマ で は 選 に 人 入る Si の 割合 が 少な 
く , Al が この 位置 を うめ る 割合 が 多い 。 
Si-Al 纏 換 に よ つ て 3 引 起 され る HERO 
AVE YRAZAS Ti, Al RU Fet® ye 
ょ つて 補 な われ る 。 こ の 現象 は 不 飽 和 な 
TFTUMAV BMF VER, ご く 普 通 
に 達する こと に よ ょ つて 説明 さざれ る 。p ま た 
EEO V7 Ve CaZi Al RAZA 
高く Si が 入る 割合 が 低く な つて くる 。 

し か し , 温度 の 影響 は 化学 組成 の も の ほ 
ど 著 る し く は な い 様 で ある 。(Am. Jour. 
Sci., 258, 548~554, 1960) BAI 


8411, California, San Francisco 
湾 Angel BEOABRERCENEH 
ja Bloxam,, 2. We 

Angel BOBALHES, 放散 虫 チャ ー 
ト を 伴う ジュ ラ 紀 の Franciscan アル コ 
ー ズ 硬 砂 岩 が 大 部 分 を 占め , 殆ど 総 て の 
硬 砂 岩 は 塩基 性 乃至 超 塩基 性 の 導入 岩 の 
MAKER EZ, PPA CLA Me 
玉 を 含む 変質 硬 砂 岩 を 生じ て いる 。 始め 
堆積 岩 類 中 に 導入 し た 交 緑 岩 床 も また 座 
RASS, その 長石 は 緑 泥 石 ) ロー 
YY, 硬 玉 に 放つ て いる 。 BGI 
Tiina PICPEL, 特に その 屋 緑 部 に 多 
く 見 られ る 。 硬 玉 を 含む 変質 硬 砂 岩 は 輝 
緑 岩 に 近づく に つれ て 藍 関 石 に 富み , 遂 
KREG 含 ま な い 藍 関 石 片 岩 に 移り 変 
Bo 化学 分 析 の 結果 か ら 脱 理 酸 作用 並び 
に Fe, Mg, Ca, Ta &2ic mA SIH 
らく Na の 附 加 と が あつ た 事 が 判る 。 B 


on 2 


‘> 


BPE RCS ARC Ne この 交代 
作用 は 多分 性 質 が 熱 水 変成 作用 の も の で , 
Kits ¢ OFS & 圧 砕 面 と に 沿っ つた 局 
部 的 な も の で ある 。 硬 砂 岩 か ら 生 じ た 広 
範囲 な 藍 関 石 片岩 は 蛇 紋 岩 化し た HERBS 
脈 に 関係 し て 生じ て いる 。 蛇 紋 岩 化 作用 
に 直接 関係 する 熱 水 変 成 作 用 は その 過程 
で 硬 砂 岩 の 化学 前 性 質 を 変え る の に KE 
な 役割 り を 演じ た 。 多数 の 大 き な 藍 関 石 
片岩 と 信 硬 玉 変 賀 硬 砂 岩 岩 体 と は RECS 
の 中 に 構造 的 包 裏 物 と し て 産 す る 。 Ak 
右 は 存在 し な く , 変成 作用 の 間 に 不 安定 
と な つた も の と 思わ れる 。 —F BE は 
Fe, Mg, Ca に 逐 し ト い ア ルコ ー ズ 変質 硬 
夏 岩 中 で は 安定 で ある が , 藍 関 石 片岩 中 
CLE DGEBA BBE, 遂に は BE 
Al kLOCERA NTHK5. (Am. Jour. 
Sci., 258, 555~573, 1960) [植田 】 


eS ee 


8412, New South Wales, Emma- 
ville 地方 の Hall’s Grampians に 
HitSMEMICER Lawrence, L.J. 

少量 の Cu-As-Pb-Zn と と も に 多量 
の Sn-W を 産出 する Emmaville 地方 
Clk, GFHOWBMAN7 374 HAH 
まり , 熱 水 鉱脈 期 に 最も 盛ん で あり , F 
に より 低温 熱 水 期 に まで 及 ん で いる 。 BH 
(thE BAO HE five - Kia Pic x 
入 し た epi-Permian 紀 の 深 成 岩 類 の 分 
化 体 の 末期 に 起 つ て いる 。 多く の 鉱脈 は 
石英 ・ 絹 雲母 ・ 緑 泥 石 な どの 脈 右 中 に 多 
量 の 鍋 石 と 少量 の 方 人 BH - BH OE 
小 に よ ょ つて 特徴 づけ られ て いる が , 一 石 
KEIR CL SPASIK RA LEA, また 他 
の 石英 脈 で は 沸 石 と 伴 つ て 産 す る 。 Heh 
EE BIR fates OD shear zone 中 
に , HHL ev AY HRA KRA LO 


— BREARARARGC MR icMboNreA, こ 


PPO Sas SOE 


GR $H15 


OFLA BAAS (RA BUK YI & 示す も の 
CH), COBAD 生成 温度 は 300°C 
ある い は それ より や ゝ 低温 と 算定 され 
る 。 尚 接触 変質 帯 中 の 陽 起 石 は 分 光 分 析 
で 常に Sn が 検出 され る が , これ は 主 鉱 
化 作 用 の 先駆 を な し た Sn 4 cp y dS fas 
岩 中 を 通過 し て , 約 400°C で 変成 結 品 
と な つた 陽 起 石 の 結晶 格子 中 に 取り 込ま 
れ た も の と 療 え られ る 。(N.Jb.Miner., 
Abh., 94, Festband Ramdohr, 150 
~161, 1960) Cura) 


8413, スペ イン Leon 州 の FEB 
の ボー キサ イト 鉱床 Font-Altaba, M., 
Closas M., J. 


ヨー ロッ パ に お ける ボー キサ イト 銚 床 は 
RAED WHO Hae Ric 見 出さ れる の 
を 常 と する が , スズ ペ イン Leon Wo 
Portilla de Luna で は 古 生 層 中 に 見 出 
され る 。 同 ボ ー キ サイ ト 鐵 床 は PET UK 
YHOO KAT TR CL, 含 化 夏 石原 音 
を 上 盤 と する レン ズ 状 鉱床 で , 長 さ 250 
m, 厚 さ 0.8 マ 1m を 有する eo ボテ キサ 
イト の 平均 化学 成分 は , Al,O; 47.9%, 
SiO, 15.49, Fe;0,0.8%; CaO 1.3%, 
MgO 0.4% で 800°C に お ける ig. loss 
は 36.59%, X RL MEMO CLOT 
同定 すれ ば ぽ , gibbsite (54.58%) と 
halloysite (38~32%) か ら 成 る 。 この 
KAA 4 b GRIT & BED 
相関 作用 に より , 粘土 の 紅 土 化 作 用 に よ 
つて 形成 され た と 考え られ , COROZB 
成 作用 は 物質 の 部 分 的 結晶 作用 を も た ら 
Lito 同様 の 鉄 床 は 中 部 ウラ ル の Iss 及 
U Serov に も 存在 する 。 (Econ. Geol., 
55, 1285~1290, 1960) [山岡 ) 


8414, 噴気 堆積 性 鉱床 に お ける 海底 所 
り ZeHO—4], Keltas, の 金属 鉱石 
Maucher, A. 

ドイ ツ の 東部 Pontides 鉱床 区 に お け 
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ZARB —H HA KBEMRU 鉱床 の 型 と 
鉄 物 共 生 関 係 に つき 述べ て ある 。 o> TC 
は tuffite ZMRORAL HRT SRB 
FAVED wall で は な く , SARE 同時 代 で 
あり , ore layer と tuffitic layer は 海 
FEO) Beh (Gleitverfaltung) を 示 
し て いる 。 BRAEMAR BRA 
岩 活 動 に 関係 し て お り , 鉱石 は subvo- 
Icanic dike 7! - gkyu . fame, 火 
JUMERSA DS L < VERA > 6 IRL 7 YE ERHE 
FHI BHA thOGKH (Rammelsberg, 
FUT At: HY BA) BS BHD 
tectonic origin で は な く , この FRO 
HERRIEK UO RBHIC LOT 生成 し た も の か 
も 知れ な いこ と が 暗示 され る 。 (N. Jr. 
Niner., Abh. 94, Festband Ramdohr, 
495~505, 1960) 【 山 岡 〕 


Bi sk 


8415, 時 代 を 異 に する 2 つの 油層 に 関 
連 す る Surani 背 倖 Walters, R.P. 


Rumania, Ploesti の 北方 , Surani 
地域 は , カル パチ ア 山 脈 の 山 禁 地帯 に の 
ぞ み , こ ゝ で は Pliocene の 産油 層 準 は 
Kee oS Saat S AUT uy T, Oligocene 
OU aes SME PAR CH So 
EME LC, Surani, Surari Oy 
AAS HAB, 前 者 で は , PRD Oligo- 
cene の Kliwa sand と , 上 位 の Plio- 


cene の Meotic formation の 両方 に 
oil sand を も つて いる 。 Meotic の も の 
は 構造 と 調和 的 で 背 録 部 に あり , これ に 
反し て 下位 の も の は 頂部 及び 北 在 部 は 
oil-free で あり , PARE CALE AD plunge 
に そい oil residue を る つ 。 その oil 
sand & “barren” sand ( 百 色 ) & Oss 
VXAARE GC, 層 面 に 60°, 傾 余 は 45°, そ 
れ 和 正体 の 構造 の 頂部 及び down dip side 


に oil sand が み ら れ る 。 こ の 境界 面 は , 
AIO V7KF (pre-Miocene の 構造 ) と 
考え られ る 。 即ち 始め の oil trap は 現 
ZED Surani FMOMAICH YD, これ の 
出来 る 前 に “deplete” し た も の で あろ 
3。 HAHEASZA oil sand yx “deplete” 
し た と き は 45°N DIBBA EY OTU7 
Pliocene の Meotic 中 の oil は 構造 発 
達 実 的 に みて も, 上 の 事実 か ら み て る も , 
下位 層 よ いり の 移動 と する こと は 矛盾 が あ 
り , 要する に Rummania の Pliocene 
の Meotic formation の 油 は 独立 に 腺 
FBLRBOCHSZILERIET So 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
44, 1638~1650, 1960) [加藤 〕 


8416, 深海 性 堆積 海盆 に 於 ける litho- 
topic 関係 Crook, K.A.W. 
深海 性 堆積 物 は , 現世 及び 地質 時 代 を 
通じ て , 特徴 的 な 2 つの 型 か ら 構成 され 
So より 細い , 泥 質 の 材料 か ら な る 
pelagic type の も の と , kOe 
料 か ら な る graywacke type の も の 一 
Kuenen 等 の turbidity current の 作 
用 に より 生ずる 一 と で ある 。 上 述 の 堆積 
物 に Krumbein 及び Sloss 2k yA 
され た lithotope OMAtMAT Set, 
deep-water lutite, あぁ あるいは pelagic 
lithotope +, graded bed, あぁ あるいは 
turbidite, ある い は turbidity current 
lithotope に 2 大 別 さ れ , 後者 は Bic 
lower competency } higher compe- 
tency に 細 別 され る 。 ま な た minor litho- 
tope と し て 別に slump lithotope る 
認め らち られ る 。 これ ら の 各 lithotope 問 の 
時 間 一 宰 間 的 関係 は shallow water 及 
U terrestrial area に 於 て , HAIR 
め ら れる lithotope 間 の 関係 と は 根本 
的 に 異な る 。 即ち も , deep-water で は 
lutite ボー つの “stratigraphic matrix” 


oi $17 


の 如く に な り , COE bh Mee unit 
が sheet 状 に と りか こま れる 。 然 も この 
粗 料 な unit は , 地質 時 間 的 に は 瞬間 的 
な も の で , その 生ずる 頻度 , 大 き さ 等 は 
場所 に より 大 い に 異 な る の で , Wee 
DO#%72 Oe 場所 で の time-equivalents 
を 決定 する こと は 困難 と な る 。 shallow- 
water で は 各 lithologic unit の 境界 は 
明瞭 で , 各々 分 離 独 立 し た unit で あぁ る 。 
Stratigraphic Code の 面 か ら み る と , 
shallow-water の 堆積 物 に は よく 適合 す 
る が , deep-water で は 適用 困難 な 場合 
が 生じ る 。 例え ば , New South Wales 
の Tamworth 近く の deep-water 堆積 
物 で は , Goonoo Goonoo Yee Ay 
る も の graywacke unit RET AR, + 
Oye member es Goh, F7een 
等 を まとめ て member, ある い は for- 
mation と する こと る も 困難 で ある 。 grey- 
wacke unit の 間 に は Goonoo Goonoo 
VER & 本 質 的 に は 異な らち ら ない 泥岩 を 挟 在 
し , greywacke は また 連続 的 で ある 夏 , 
この 周囲 に 仮想 的 境界 を 引く こと な し に 
は mapping が 不可 能 で ある 。 こ の ょ よう 
% A Blk, ご れ ま で の Stratigraphic 
Code の 基本 的 概念 が 主 に shallow- 
water の 堆積 物 か ら 得 られ て いる こと に 
ko, OB, LOKEVRRO-— 
部 か ら EB 6NTWS UC HE RW. 今後 
deep-water の 環境 に stratigraphic 7; 
念 を 適用 する 際 に は , FT CHRNtB 
Oa OU sed. Petrol., 
29, 336~342, 1959) CHA) 
8417, Alberta 西 ・ 中 部 の Waba- 
mun group (upper Devonian) の 
内 相 解析 Andrichuk, J.M. 
Edmonton, Calgary を 含む Alberta 
の 西 ~ 中 部 地域 の late Devonian の 
Wabamun group は 皇 に carbonate 
rock と anhydrite と か ら な り , 東部 の 


Stettler, Leduc 地区 で は , その 厚 さ 500 
BR gS, 西方 Rocky Mountains 地区 で は , 
1800 "REE CHMMT Zo Efiztk Missi- 
ssippian の Exshaw shale #3785 23, 

AERRES Cla, —BhicTe#E pre-Creta. D 
hii & Oo この Wabamun group は 
basal unit, lower middle Wabamun, 
upper middle W., 及び upper W. に 
区 分 で きる 。 夫々 の 区 分 単位 の 横 変 化 は 


evaporite, dolomite, dolomite crys- 


tallinity, calcarenite 及び bioclastic 
の OEE NE th ofacieskmapn 
上 か ら regional sedimentation pattern 
を 検討 し た 。 即ち も, 東部 より Wabamun 
OMAnHLX gs, evaporite, dolomite, 
limestone の 各 堆 積 岩 区 と し て 概 拓 され 
BR, 本 地域 の 油 及 び ガ ス の 集積 の 型 は , 
西方 の 山麓 地帯 を 除け ば すべ て strati- 
graphic traps で , それ に 2 つの 形式 が 
CS Uae “BIOS aaa CE 
Okotoles-East Calgary-Olds 地域 の ガ 
ス が これ に 属し , Hi~ RD dolomite 
® intercrystalline 乃至 pinpoint 
porosity に 帰す る る も ので, これ が micro- 
crystalline dolomite. anhydrite DJF 
FLIR LED EDIE C DNS DOCH So 
また High River 地域 の 油 は 和 孔 際 性 の 
secondary dolomite 中 (W. group の 
最上 部 ) viet Ao fhO low “un- 
conformity trap’’ で , Edmonton 地域 
OFererc bt Wabamun dolomite が 
Cretaceous shale で 不 整 合 に 切ら れる 部 
分 の 高位 置 に な みな られ る が , その 形 の 不 規 
則 そ の 他 で 開発 上 に は 困難 が 伴う る の と 
#2 % 1 4.(Bull. Amer. Assoc. Petrol. 
Geol., 44, 1638~1650, 1960) [加藤 ] 
8418, 地 向 斜 盆地 の 堆積 作用 Knill, 
Ni 51% 
英国 ウェ ー ル ズ の 古生代 地 向 斜 に なみ ら 
れる current flow を 示す 堆積 構造 を 例 
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と し て , HMA MMIC ASN S 地 向 
AOA) ( 長 軸 ) と , これ を 横切る 方 
向 の 2 方 向 か ら 供給 され る 堆積 物 の 重要 
性 を 強調 し た 。 この 2 方 向 に 発達 する 
facies Ii, CNET “shelly” RU 
“eraptolic sgwrtk “shelf?” BU 
“basin” の 如く 記載 され て いる が , 著者 
は 特に > この 2 つの facies の 堆積 環境 が 
対照 的 で , その 堆積 方 向 , 供給 地域 の 全 
く 異 な る 重要 性 を 指摘 し た 。 SORA 
に 供給 され る 堆積 物 は , 多く turbidity 
current に よる greywacke で ある 。 同 
時 に 盆地 横 側 に は marginal facies が 
発達 する 。 HMAC, その 発達 は 
sharp で な い が , AeHuDsAARercB ANS 
と 共に , その 発達 が sharp に 分 れる 。 
この 2 つの facies の 組合 せ は , How 
及び これ に 隣接 する 陸地 の 相対 的 発達 如 
伺 に 左右 され る 。 (Jour. Sed. Petrol., 
29, 317~325, 1959) [田口 〕 


8419, 堆積 中 の 炭化 水素 が 集積 し て 原 
油 に 変化 する 過程 に 関す る 仮設 Baker, 
Bae 

現世 堆積 物 中 に FESS 1S pe (GK E 
原油 中 の それ と で は , その 成分 の 種類 で 
は よさ く 一 致す る が , 組成 割合 は 閉 し く 異 
CR パタ 
積 物 中 の も の は RMD RRR AT S 
DFAS 偶数 個 の も の ょ より る も 圧倒 的 に 多い 
が , 原油 で は 奇 , 偶 分 子 は 殆ど 同 量 で あ 
So 原油 中 の メチ ル シ ク ロペ ンタ ン は シ 
グロ ペン タン より 常に 2 倍 竹 度 多 く , } 
ル エ ン は ベン ゼン より 4~5 HBL SE 
れる 。 原油 組成 パラ タフ ィ ン シン , ナ フク テン ; 六 
香 族 三 者 の 混合 割合 に は 変化 が 多い が , 
それ に は 可 成 著しい 規則 性 が ある 。 か > 
る こと は 堆積 物 中 の 炭化 水素 に は 認め ら 
れ な い 。 一 方 有機 酸 塩 類 を 溶解 し た 水中 
で は 炭 化 水 表 が ミセ ル を 有形 成 し て コロ イィ 


ド と し て 落 存 し , その 落 存 割合 は 有機 本 
塩 の 濃度 , 水 の 塩分 濃度 に よ つ て 内 化 水 
素 毎 に 変化 し て いる 。 従 つ て 堆積 物 中 の 
炭化 水素 の 各 分 子 濃度 が 地層 水 に 対し て 
人 過 飽和 で ある 限り , 堆積 物 中 の 炭化 水素 
赤地 層 水 へ 落 解 し 又は コロ イド と し て 薄 
出す る 量 は , 堆積 物 中 の 有機 物 の 量 と は 
無関係 に , 7K PICA S 6 GRRE OBR 
度 等 に 規定 され る 。 これ が 原油 中 の 成分 
の 組成 割合 に 規則 性 を 与え る こと に な 
So 可 に 泥 質 堆積 物 か ら 孔 除 の 多い 砂層 
AFAGIKRD 移動 する 際 に 有機 酸 塩 の 拡 
散 に よる 漠 度 の 減少 や , 地層 水 の 塩 分 濃 
度 の 変化 等 に よ つ て コロ イド 状 炭 化 水素 
は 龍 集 し て 油 滴 と 化す る と 考え られ る 。 
之 が 更に 集積 し て 油層 を 形成 する 。 ミセ 
ル 形 成 に 必要 な 有機 酸 老 と し て ナ フ テ ン 
酸 ナ トリ ッ ム が 地層 水中 に 深 存 し て いる 
IC tUBERAAChS)O,n-77yve, 
25 3-F FF WAN Vy, 22234 2 Ve 
FUAV IY OHSKPOWRE, a0 
イド 形成 度 を 実験 し て 上 述 の 仮設 の 説明 
を 試み た 。(Geochem. et Cosmochem. 
Acta, 19, 309.317, 1960) (4) 
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8420, 急冷 法 に よる RBA-TIStT 
KEERIOES! Foster, P. A. 

水 品 石 は Greenland 産 試料 , Al1。O。 は 
(CARRS ivr, Al,O, 3,5,8, 10, 11, 
12, 14, 16, 18%, を 混合 し た 9 試料 を 
960° か ら 1095° の 間 に 加 熱し , 急冷 潜 
に よ つ て 生成 物 を 検 し た . The (Nag 
AIF。) (mp.1004°C) と Al,O, は 単純 
な 共 融 関係 に あつ て , THORAC HE 
体 は 存在 し な い . その 共 融 点 は Al,O, 
10.596 の 成分 で , 温度 は 961° と 決定 さ 
(our Am. Cer. Soc., 43, 66 
~68, 1960) CRAIN 


分 の 1 以上 の 参加 を 以 て 成立 する 。 

第 19 条 評議 員 会 は 総会 の 決定 し た 基本 方 針 に 従い , 運営 事項 を 准 議 決定 する 。 

第 20 条 常任 評議 員 会 は 評議 員 会 の 決議 に 基 ず いて 編集 , 庶務 , 会 計 , 行事 及び 会 員 に 
関す る 本 会 の 業務 を 施行 する 。 

第 21 条 評議 員 の も と に , その 任務 を 助け る 目的 を も つて , 委員 若 和 干 名 づ ゝ を 置く こと 
が 出来 る 。 奏 員 は 評議 員 会 が 正会員 中 か ら 選 出し , 会 長 が 委嘱 する 。 
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第 22 条 本 会 々 則 の 変更 は 総会 の 決議 に よ ょ つて 行なう 3。 
人 第 23 条 会 の 会 計 年 度 は 毎年 1 月 日 に 始め 12 月 31 日 に 終る 。 


内 規 常任 評議 員 は 在 仙 の 評 講 員 か ら 選 出す る 。 


会 誌 月 刊 に 伴う 会 典 の 改正 並び に 納入 に つい て 
1 月 19 日 開催 の 昭和 35 年 度 総 会 に お いて , 本 誌 の 刊行 を 月 刊 と し , 正会員 会 費 を 年 
1 000 円 , 購読 会 員 会 費 を 年 1,800 円 (前 納 ) と する こと に 決定 し まし た の で , 昭和 36 
年 度 の 上 記 会 費 未 納 の 方 は 至急 御 納入 下さ る 様 お 願い 申し 上 げ ま す 。 
ff 学生 会 員 (大 学院 学生 を 除く ) 会 費 は 本 年 度 の み 特 に 据 貫 (年 500 円 ) と する こ 
と に な り ま し た の で , 学生 の 方 は 至急 在学 の 学校 , 学科 , 学年 を 薬 書 で 二 会 会 員 係 宛 お 知 
ら せ 下 さい 。 こ の 届出 が な いと 一 般 正 会 員 と し て 会 費 請求 が 行わ れ ま すか ら 御 注意 下さ い 。 


投 稿 規 定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い o。o 

1. 論文 は 和文 叉 は 英文 原著 と する 。 和文 原稿 は 原稿 用 紙 に 当 用 漢字 を 用 いて 横 書 , 英文 
原 務 は タイ ブラ イト する こと 。 

2. 図 は 折紙 又は 青色 印刷 の 方 有 眼 紙 に 時 双 は 黒色 イン ク で 大 きく 画 き , 1/2 又は 1/3 な 
ど に 縮小 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 特 に 折り 込み 図 の 原稿 は 
細部 まで 明瞭 に 書く こと 。 

3. 引用 文献 は 論文 末尾 に 引用 順に 一 括 し て 認 た め , 著者 名 , 表題 , 掲載 誌 又 は 単行 書名 , 
巻 , A, 年 等 の 順に 記す こと 。 

4. 別 出 は 30 部 まで 経費 を 学会 で 負 握 する が , それ 以上 は 実費 を 著者 が 支払 うこ と 。 
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